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総
会
担
当
年
次
の
高
51
回

生
（
実
行
委
員
長
：
鵜
野
慎
太

郎
）、
慰
霊
祭
担
当
の
高
42
回

生
（
実
行
委
員
長
：
上
原
弘
樹
）

は
、
準
備
半
ば
に
し
て
活
動
を

中
止
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

令
和
3
年
度
の
総
会
は
高

52
回
生
が
主
担
当
を
務
め
、
高

51
回
生
と
協
働
し
て
開
催
す
る

こ
と
と
し
、
慰
霊
祭
は
高
43
回

生
が
主
担
当
を
務
め
、
高
42
回

生
と
と
も
に
開
催
す
る
。

金
メ
ダ
ル
等
の
授
与
は
、
令

和
3
年
度
に
同
年
度
対
象
者
と

併
せ
て
実
施
す
る
計
画
で
あ

る
。総

会
で
審
議
を
予
定
し
て

い
た
決
算
・
予
算
、
役
員
人
事

案
等
に
つ
い
て
は
、
会
則
に
基

づ
き
、
評
議
員
会
を
も
っ
て
代

替
す
る
こ
と
と
し
、
さ
ら
に
、

評
議
員
会
も
書
面
表
決
と
し

た
。
こ
の
結
果
、
議
案
す
べ
て

が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

本
年
度
は
役
員
の
改
選
年
度

を
迎
え
、
谷
口
智
子
副
会
長
が

退
任
さ
れ
、
新
た
に
神
谷
比
登

美
（
高
29
回
）
さ
ん
が
副
会
長

に
就
任
し
た
。
浅
羽
同
窓
会
長

ほ
か
の
役
員
は
、
1
0
0
周
年

を
控
え
準
備
作
業
の
最
中
で
あ

る
こ
と
か
ら
留
任
と
な
っ
た
。

谷
口
さ
ん
は
3
期
6
年
間
副
会

長
を
務
め
「
同
窓
会
だ
よ
り
」

編
集
委
員
長
と
し
て
充
実
し
た

紙
面
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
た
。

な
お
、
磐
田
支
部
総
会
（
4

月
）、
袋
井
支
部
総
会
（
7
月
）

は
、い
ず
れ
も
中
止
と
な
っ
た
。

「
創
立
1
0
0

周
年
記
念
事
業
準

備
委
員
会
」（
委
員

長
：
浅
羽
浩
同
窓

会
長
）
は
8
月
6

日
、
は
ぐ
ま
会
館

で
第
3
回
準
備
委

員
会
を
開
催
し
た
。

冒
頭
、
委
員
長
は
、

「
母
校
の
歩
み
を
知

る
に
つ
れ
、
学
校

を
築
き
上
げ
て
き

た
恩
師
・
諸
先
輩

へ
の
感
謝
の
思
い

が
強
ま
る
。
こ
れ

か
ら
学
ん
で
い
く

生
徒
た
ち
の
良
好

な
環
境
整
備
に
努

め
た
い
」
と
語
っ
た
。

式
典
・
記
念
事
業
・
記
念
誌
・

募
金
・
総
務
の
各
部
会
か
ら
準

備
状
況
や
課
題
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
、
今
後
の
方
針
を
協
議

し
た
。
そ
の
結
果
、
事
業
概
要

（
別
表
参
照
）
が
固
ま
っ
た
。

な
お
、「
1
0
0
年
史
編
纂

事
業
」「
同
窓
会
資
料
室
の
整

備
」
等
、
一
部
の
事
業
に
つ
い

て
は
、
2
0
1
9
年
度
か
ら

既
に
着
手
し
て
い
る
。

今
秋
「
ス
ロ
ー
ガ
ン
」・「
記

念
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」
の
生
徒

へ
の
公
募
が
行
わ
れ
、
決
定
次

第
、
広
報
活
動
に
使
用
す
る
。

こ
の
ほ
ど
、
先

の
太
平
洋
戦
争
で

戦
死
し
た
堀
内
四

郎
さ
ん
（
中
15
回
）

が
出
征
の
折
、
身

に
付
け
て
い
た
日

章
旗
と
兵
士
タ
グ

（
認
識
票
）
が
ア

メ
リ
カ
か
ら
返
還

さ
れ
、
磐
田
市
小

島
の
堀
内
薫
さ
ん

（
四
郎
さ
ん
の
甥
）

宅
に
戻
っ
た
。

こ
の
日
章
旗
と

タ
グ
は
、
戦
地
か

ら
元
米
軍
兵
士
が

持
ち
帰
り
保
管
さ
れ
て
い
た
も

の
で
、
遺
族
が
判
明
し
た
こ
と

か
ら
、
仲
介
団
体
（
オ
レ
ゴ
ン

州
の
N
P
O
・
日
本
遺
族
会
）

の
橋
渡
し
に
よ
り
返
還
が
実
現

し
た
。

四
郎
さ
ん
は
、
教
職
を
志
し

て
見
中
か
ら
浜
松
師
範
学
校
に

進
み
、
昭
和
18
年
9
月
に
卒
業
。

三
島
市
徳
倉
国
民
学
校
訓
導
と

し
て
教
師
の
道
を
歩
み
始
め
て
、

わ
ず
か
半
年
足
ら
ず
で
召
集
令

状
を
受
け
取
っ
た
。
昭
和
19
年

3
月
に
出
征
し
、
翌
20
年
1
月

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ル
ソ
ン
島
に
お

い
て
ア
メ
リ
カ
軍
と
激
戦
の
末
、

戦
死
し
た
。
23
歳
で
あ
っ
た
。

日
章
旗
に
は
、
見
中
在
校
中

の
尾
崎
楠
馬
校
長
に
よ
る
「
宣

揚
皇
道　

為
堀
内
四
郎
君　

尾

崎
楠
馬
書
」
の
揮
毫
の
ほ
か
、

1
6
0
名
（
恩
師
、
友
人
、

親
族
等
）
に
お
よ
ぶ
寄
せ
書
き

が
あ
る
。
薫
さ
ん
は
「
父
武
義

さ
ん
（
四
郎
さ
ん
の
兄
：
中
1

回
）
が
尾
崎
校
長
に
揮
毫
を
お

願
い
し
た
の
で
は
」
と
語
る
。

尾
崎
校
長
と
教
え
子
と
の
親
交

の
深
さ
が
窺
わ
れ
る
。

75
年
の
歳
月
を
経
て
、
遺

品
と
と
も
に
四
郎
さ
ん
の
御

霊
は
遺
族
の
元
へ
戻
り
、
今
は

故
郷
の
地
で
安
ら
か
に
眠
る

こ
と
が
で
き
て
い
る
に
違
い

な
い
。
合
掌
。

�

（
編
集
委
員
）

2
0
2
2
（
令
和
4
）
年
度

末
完
成
予
定
の
新
校
舎
の
概
要

が
固
ま
っ
た
。

新
校
舎
は
校
地
北
東
の
一

角
（
配
置
図
参
照
）
に
建
設
さ

れ
る
。
S
造
・
4
階
建
て
（
完

成
予
想
図
参
照
）、
延
べ
面
積

9
，0
7
9
㎡
。
普
通
教
室
の

ほ
か
、
音
楽
室
・
理
科
室
等
の

特
別
教
室
が
配
置
さ
れ
る
。

第
二
体
育
館
・
弓
道
場
・
部

室
棟
は
、
今
秋
か
ら
解
体
工
事

に
入
り
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
来

春
以
降
解
体
さ
れ
る
。
こ
れ
ら

の
う
ち
、
弓

道
場
・
テ
ニ

ス
コ
ー
ト

は
、
新
校
舎

が
完
成
し
現

在
の
校
舎
が

解
体
さ
れ
る

2
0
2
3

（
令
和
5
）

年
度
以
降
、

新
た
に
設
置
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。今

後
、
数
年
間
、
一
連
の
工

事
に
伴
い
、
テ
ニ
ス
部
、
弓
道

部
は
活
動
場
所
を
校

外
に
求
め
る
こ
と
に

な
る
。ま
た
、野
球
部
、

陸
上
部
は
、
活
動
内

容
に
制
約
が
生
じ
る

こ
と
も
想
定
さ
れ
、

現
在
、
こ
れ
ら
の
対

応
策
が
検
討
さ
れ
て

い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
同
窓
会
活
動
を
直
撃
し
て
い
る
。
4
月
の
臨
時
役
員
会
に
お
い

て
、
会
員
の
健
康
・
安
全
確
保
を
最
優
先
し
て
、
第
94
回
総
会
並
び
に
慰
霊
祭
を
中
止
と
し
た
。

ま
た
、
一
部
の
支
部
総
会
も
中
止
と
な
っ
て
い
る
。
＝
関
連
記
事 

P2
・
P3
・
P6 

事
業
に
必
要
な
経
費
は
、
学

校
後
援
会
・
父
母
と
教
師
の
会

に
よ
る
積
立
金
、
在
校
生
の
協

力
金
の
ほ
か
、
同
窓
会
会
員
に

よ
る
寄
付
金
等
に
よ
り
賄
う
予

定
で
あ
る
。

グラウンドグラウンド

部室部室

新校舎新校舎

武道場武道場

第一
体育館
第一
体育館

メイン
ストリート
メイン
ストリート
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N
▲

同窓会ホームページ
リニューアル

2020年10月運用開始

情報発信

交流の場

見
中・磐
田
南
高
等
学
校

同
窓
会
だ
よ
り

見
中・磐
田
南
高
等
学
校

同
窓
会
だ
よ
り
第42号

発 行 日
令和2年10月10日

発 行 者
見中・磐田南高等学校同窓会

発行責任者：浅羽  浩
印　  刷

株式会社 大進堂
同窓会ホームページ
http://bannan-dousoukai.com

第
94
回
総
会
・
慰
霊
祭
開
催
中
止
、支
部
総
会
も

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス 

同
窓
会
活
動
直
撃

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス 

同
窓
会
活
動
直
撃

記
念
式
典
は
2
0
2
2
年
11
月
中
下
旬
に

創
立
1
0
0
周
年
記
念
事
業
の
骨
格
固
ま
る

1  母校100年の歩みを記録・保管する事業  　
 （1） 『見付中学・磐田南高校  百年史（仮題）』
  発行
 （2） 『回想録  第3号』
  （高5回～高24回生を予定）発行
 （3） 『尾崎楠馬先生評伝（仮題）』発行
 （4） 同窓会資料室（はぐま会館内）の整備

2  生徒・教職員の教育環境整備に資する事業
 （1） 新校舎への空調設備の整備
 　  （県費により整備される諸室を除く）
 （2） はぐま会館の空調設備の更新・
  トイレの洋式化等

3  記念式典開催事業
 （1） 100周年を祝う記念式典開催
 （2） 講演会等の開催

4  広報宣伝活動事業  等

100周年記念事業の概要 75
年
を
経
て
日
章
旗
返
還
さ
れ
る

尾
崎
楠
馬
校
長
ほ
か
1
6
0
名
の
寄
せ
書
き

新
校
舎
の
配
置
計
画
決
ま
る

挨拶する準備委員長（浅羽同窓会長（左））副準備委員長（赤塚校長）

第 3 回 100 周年記念事業準備委員会（8 月 6 日  はぐま会館）

日章旗を大切に保管する堀内薫さん（四郎さんの甥）

完成予想図

配置図

堀内四郎さん
（卒業アルバムより）
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総
会
担
当
の
高
51
回
生
は
、

多
人
数
で
の
会
合
や
県
境
を
跨

い
で
の
移
動
自
粛
を
求
め
ら
れ

る
逆
境
の
中
、ポ
ス
タ
ー
制
作
・

協
賛
企
業
へ
の
協
力
要
請
等
の

諸
準
備
を
4

月
中
旬
ま
で

精
力
的
に
続

け
た
。

そ
し
て
、

開
催
中
止
決

定
後
は
、
無

念
さ
を
胸

に
、
次
年
度

へ
の
引
継
ぎ
や
企
業
へ
の
返
金

等
に
同
期
生
の
チ
ー
ム
力
を
発

揮
し
て
取
り
組
ん
だ
。

高
51
回
生
の
熱
い
想
い
を
繋

い
で
い
き
た
い
。

例
年
、
総
会
後
の
懇

親
会
に
お
い
て
、
担
当

年
次
か
ら
次
年
度
担
当

年
次
に
「
プ
レ
ー
ト
」

の
引
継
ぎ
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
総
会
・
懇
親

会
が
中
止
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
会
場
と
し
て

予
定
し
て
い
た
磐
田
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い

て
、
浅
羽
浩
同
窓
会
長
を
介
し

て
「
プ
レ
ー
ト
」
の
引
継
ぎ
が

行
わ
れ
た
。
高
52
回
生
代
表
の

金
山
真
弘
さ
ん
は
、「
皆
さ
ん

に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
総
会
・

懇
親
会
と
な
る
よ
う
、
高
51
回

の
皆
さ
ん
の
支
援
を
い
た
だ
き

な
が
ら
準
備
を
進
め
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

（
編
集
委
員
）

8
月
15
日
�
、
同
窓
会
長
・

副
会
長
、
総
会
実
行
委
員
長
鵜

野
慎
太
郎
さ
ん
ほ
か
高
51
回
生

代
表
が
見
性
寺
（
磐
田
市
見
付
）

を
訪
れ
、
初
代
校
長
尾
崎
楠
馬

先
生
の
墓
前
に
て
、
母
校
の
現

状
及
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
第
94

回
同
窓
会
総
会
開
催
を
中
止
し

た
こ
と
を
報
告
し
た
。
2
0
2
1

年
度
の
総
会
担
当
年
次
で
あ
る

高
52
回
生
代
表
も
参
列
し
た
。

（
編
集
委
員
）

本
年
度
は
、
磐
田
南
高
校
の

伝
統
的
な
行
事
で
あ
る
「
慰
霊

祭
」
が
中
止
と
な
っ
た
。

過
去
一
年
間
に
物
故
さ
れ

た
恩
師
・
同
窓
会
員
、
並
び
に

担
当
年
次
の
こ
れ
ま
で
の
物
故

者
の
霊
を
慰
め
る
慰
霊
祭
に

は
、
例
年
、
御
遺
族
や
旧
職
員
、

担
当
年
次
生
、
同
窓
会
役
員
・

母
校
教
員
等
多
く
の
参
列
者
を

得
て
厳
粛
な
う
ち
に
開
催
さ
れ

て
い
る
。

本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た

め
、
は
ぐ
ま
会
館
で
の
式
典
を

中
止
し
、
同
窓
会
役
員
と
慰
霊

祭
実
行
委
員
長
上
原
弘
樹
さ
ん

（
高
42
回
）
ほ
か
同
期
生
代
表

が
「
招
魂
碑
」
に
献
花
を
行
っ

た
。
な
お
、
過
去
一
年
間
の
物

故
者
に
つ
い
て
は
、
次
年
度
と

併
せ
て
慰
霊
祭
を
開
催
す
る
計

画
で
あ
る
。

（
編
集
委
員
）

毎
年
8
月

第
3
日
曜
日
、

5
0
0
名
余

の
卒
業
生
の

出
席
を
得
て
、

総
会
・
懇
親
会

を
盛
大
に
開

催
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
本

年
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大

に
伴
い
、
開
催

中
止
と
な
り

ま
し
た
。

私
た
ち
51

回
生
は
、
今
年

8
月
の
総
会
・

懇
親
会
の
開

催
に
向
け
て
、

2
年
前
か
ら

準
備
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し

た
。
仕
事
、
家
事
、
育
児
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
が
忙
し
い
生
活
を

送
っ
て
い
た
中
で
始
ま
っ
た
総

会
準
備
は
最
初
こ
そ
戸
惑
い
は

あ
り
ま
し
た
が
、
日
に
日
に
増

え
て
い
く
仲
間
た
ち
と
力
を
合

わ
せ
て
、
一
つ
の
目
標
に
向

か
っ
て
邁
進
す
る
楽
し
さ
を
感

じ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
年
1
月
に
は
、
51
回
生
で

の
新
年
同
窓
会
を
開
催
。

1
0
0
名
を
超
え
る
同
級
生
と

恩
師
が
集
ま
り
、
思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。
卒
業
か

ら
22
年
、
各
々
が
経
験
を
積
み

重
ね
て
き
た
こ
と
で
、
教
え
ら

れ
る
こ
と
や
気
付
か
さ
れ
る
こ

と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
子
育
て
中
の
同
級
生

も
気
兼
ね
な
く
参
加
で
き
る
よ

う
、
会
場
内
に
子
供
向
け
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
ま
し
た
。
同
伴
し
た
子
供

た
ち
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
た

こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

20
世
紀
最
後
の
年
に
20
歳

を
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

の
2
0
2
0
年
に
40
歳
を
迎

え
、
同
窓
会
総
会
幹
事
と
い
う

大
役
を
仰
せ
つ
か
っ
た
私
た
ち

51
回
生
。

私
た
ち
が
掲
げ
た
テ
ー
マ
は

『
燈
～
あ
か
り
～ 

大
切
な
想
い

を
繋
い
で
い
く
』
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
イ
ヤ
ー
の
2
0
2
0
年
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
発
祥
の
地
で
あ
る

ギ
リ
シ
ャ
か
ら
開
催
地
ま
で
を

さ
ま
ざ
ま
な
人
の
手
で
繋
ぐ
「
聖

火
」
か
ら
イ
メ
ー
ジ
し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
大
切
な
母
校
で

あ
る
磐
田
南
高
等
学
校
、
そ
の

伝
統
を
繋
ぐ
、
多
く
の
同
窓
生

と
在
校
生
を
繋
ぐ
、
過
去
・
現

在
・
未
来
と
い
う
世
代
を
繋
ぐ
、

同
窓
会
総
会
は
そ
う
い
う
場
所

で
在
り
た
い
と
い
う
想
い
を
込

め
ま
し
た
。

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
。

ま
た
、
卒
業
40
周
年
を
迎
え

た
高
32
回
生
代
表
の
小
枝
隆
さ

ん
と
黒
野
行
彦
さ
ん
が
母
校
を

訪
れ
、
浅
羽
同
窓
会
長
に
20
万

円
の
目
録
を
贈
呈
し
た
。
会
長

は
「
同
窓
会
活
動
に
有
効
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と

お
礼
の
言
葉
を
述
べ
た
。

こ
の
ほ
ど
、
卒
業
50
周
年
を

迎
え
た
高
23
回
生
代
表
の
八
木

正
文
さ
ん
、
鈴
木
博
雄
さ
ん
、

川
島
澄
夫
さ
ん
が
母
校
を
訪

れ
、
赤
塚
彰
宏
校
長
に
20
万
円

の
寄
付
金
を
贈
呈
し
た
。
校
長

は
「
教
育
活
動
た
め
に
大
切
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と

来
年
の
同
窓
会
総
会
・
懇
親

会
に
向
け
て
、
52
回
生
と
力
を

合
わ
せ
て
取
り
組
む
所
存
で
す
。

来
年
の
8
月
に
皆
さ
ん
と

お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。

目標に向かって邁進
嬉しかった同期生の絆

総会実行委員長　鵜野慎太郎（高51回）

総
会
担
当
年
次
の

プ
レ
ー
ト
引
継
ぎ

8
月
15
日
㈯

市
内
ホ
テ
ル
で

高
23
回
生

高
32
回
生

母
校
に
資
金
援
助

同
窓
会
長
・
総
会
実
行
委
員
長
等

尾
崎
校
長
墓
前
に
て
総
会
中
止
を
報
告

物
故
者
に
献
花

招
魂
碑
前
で 

8
月
16
日

尾崎楠馬先生墓参（8 月 15 日　見性寺にて）

総会 懇親会
慰霊祭 中止

メインテーマ

あ
か
り

大
切
な
想
い
を
繋
い
で
い
くプレートを同窓会長に返還する鵜野

慎太郎実行委員長（高 51 回）ら

昨年度の総会でプレートを引き継ぐ（2019 年 8 月 18 日  磐田グランドホテル）

令和 3 年度総会を担当する高 52 回生代表
（左から　江塚愛さん・金山真弘さん・鈴木智一朗さん）

招魂碑に献花する
実行委員長上原弘樹さん（前列右）等（8 月 16 日）

（左から）黒野行彦さん・
小枝隆さん・浅羽浩同窓会長

（左から）赤塚顕宏校長・川島澄夫さん・
鈴木博雄さん・八木正文さん

内
山
　
賢
二
（
第
20
代
校
長
）

2
0
2
0
年
4
月
1
日

御
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

訃　
　

報
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希
望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
た
卒
業
生
が
全
国
の
大
学
に
進
学
し
、
4
月
か
ら
大
学
生
生
活
が
始
ま
る
は

ず
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
発
出
さ
れ
、
状

況
は
一
変
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
苦
境
に
立
っ
て
い
る
大
学
生
の
状
況
を
共
有

す
る
こ
と
で
、
彼
ら
に
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
。

東
京
大
学
理
学
部�

地
球
惑

星
物
理
学
科
3
年
の
橋
本
恵
一

さ
ん
（
高
70
回
）
に
大
学
の
状

況
を
伺
っ
た
。

「
東
京
大
学
で
は
、
3
月
13

日
付
の
総
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
お

い
て
『
夏
学
期
の
授
業
は
学
事

暦
通
り
行
う
』
こ
と
と
、『
講

義
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
推
進
す

る
』こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

時
を
同
じ
く
し
て
、
全
学
向
け

の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
が
開
設
さ

れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
必
要

な
知
識
が
一
通
り
揃
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
っ
て
、

教
員
と
学
生
が
統
一
さ
れ
た
指

針
に
基
づ
い
て
準
備
を
進
め
、

ス
ム
ー
ズ
に
学
期
を
始
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
対
面

の
授
業
よ
り
も
受
け
や
す
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
板

書
代
わ
り
の
講
義
資
料
が
電
子

的
に
配
ら
れ
る
こ
と
に
起
因
し

て
い
ま
す
。
ノ
ー
ト
を
と
る
際

は
、
i
P
a
d
で
『
そ
の
資

料
に
色
ペ
ン
で
書
き
込
む
』
形

に
な
り
ま
す
（
従
来
は
『
黒
板

の
内
容
を
丸
写
し
』
で
し
た
）。

こ
の
ス
タ
イ
ル
だ
と
、
た
だ
書

き
写
す
こ
と
に
忙
殺
さ
れ
る
こ

今
年
卒
業
し
た
中
川
実
咲

さ
ん
（
高
72
回
）
は
4
月
か
ら

神
戸
市
外
国
語
大
学
に
通
う
予

定
だ
っ
た
が
、
原
則
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
と
な
り
、
入
試
以
来
大

学
に
は
行
か
な
い
ま
ま
静
岡
の

実
家
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
受

け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
川
さ

ん
は
、
現
在
の
状
況
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
私
が
高
校
生
の
時
に
思
い
描

い
て
い
た
大
学
生
活
と
は
全
く

違
う
の
で
、
と
て
も
複
雑
な
気

持
ち
で
す
。
入
学
式
や
学
園
祭

な
ど
の
行
事
、
サ
ー
ク
ル
活
動

や
ア
ル
バ
イ
ト
、
刺
激
的
な
大

学
の
授
業
、
新
た
な
出
会
い
。

楽
し
み
に
し
て
い
た
こ
と
は
書

き
出
す
と
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

一
つ
言
え
る
の
は
、
生
活
の

上
で
も
気
持
ち
の
面
で
も
い
つ

ま
で
も
自
立
で
き
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
引
っ
越

し
だ
け
済
ま
せ
て
ほ
と
ん
ど
住

ん
で
い
な
い
下
宿
先
の
家
賃
や

電
気
代
は
当
然
支
払
っ
て
お

り
、
学
費
も
特
に
変
わ
る
こ
と

な
く
全
額
支
払
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
親
に

は
申
し
訳
な
い
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。

外
国
語
系
の
大
学
に
行
く
か

ら
に
は
留
学
は
絶
対
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
海
外
渡
航
な
ど
言

う
ま
で
も
な
く
、
で
き
な
い
状

況
で
す
。
海
外
留
学
が
で
き
る

よ
う
、
少
し
で
も
早
く
収
束
し

て
欲
し
い
と
願
う
の
み
で
す
。

と
り
あ
え
ず
目
の
前
の
授

業
と
課
題
と
レ
ポ
ー
ト
に
し
っ

か
り
と
取
り
組
み
つ
つ
、
今
自

分
に
出
来
る
こ
と
が
何
か
を
考

え
て
希
望
を
忘
れ
ず
に
毎
日
過

ご
す
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
が
な
く
な
り
、

講
義
の
内
容
を
落

ち
着
い
て
吟
味
で

き
る
の
で
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
快
適

に
受
け
ら
れ
る
た
め
に
は
、
必

要
な
機
器
が
揃
っ
て
い
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
が
あ

る
か
ら
十
分
な
大
き
さ
の
画
面

で
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
、
た

ま
た
ま
i
P
a
d
を
持
っ
て

い
た
か
ら
こ
そ
そ
れ
を
ノ
ー
ト

代
わ
り
に
使
う
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回

線
は
速
度
が
不
足
し
て
い
る
の

で
、ス
マ
ホ
の
テ
ザ
リ
ン
グ（
期

間
限
定
の
特
別
措
置
と
し
て
、

月
50
G
B
ま
で
無
料
）
で
凌

い
で
い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
便
利

で
す
が
、
万
人
に
継
続
的
に
活

用
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
学
ん
だ
新

し
い
ス
タ
イ
ル
を
今
後
に
活
か

す
た
め
に
、
ま
た
新
た
な
取
り

組
み
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
と

思
い
ま
す
」

豊
田
眞
子
さ
ん
（
高
69
回
）

は
英
国
の
大
学
を
受
験
す
る
た

め
に
現
地
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ス
ク
ー
ル
に
通
っ
て
い
た
。

「
私
は
C
O
V
I
D
19
が
広

ま
り
つ
つ
あ
る
混
乱
の
最
中
イ

ギ
リ
ス
に
留
学
し
て
い
ま
し
た
。

留
学
生
に
最
初
に
降
り
か

か
っ
た
問
題
は
、
自
国
に
帰
る

か
否
か
と
い
う
選
択
で
し
た
。

学
校
側
は
安
全
な
イ
ギ
リ

ス
に
留
ま
る
べ
き
だ
と
生
徒
た

ち
に
提
案
し
て
い
ま
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
で
は
そ
の
頃
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
は
起
こ
っ
て
い
ま
せ

ん
か
ら
、
要
注
意
国
渡
航
者
と

な
ら
ず
、
自
国
の
入
国
制
限
も

今
よ
り
ず
っ
と
緩
や
か
で
し
た

の
で
、
今
を
逃
し
た
ら
こ
の
先

長
ら
く
帰
国
で
き
な
い
か
も
し

れ
な
い
と
密
か
に
予
感
し
た
中

国
や
韓
国
出
身
の
留
学
生
た
ち

は
学
校
へ
は
何
も
言
わ
ず
着
々

と
帰
国
の
準
備
を
始
め
て
い
っ

た
の
で
す
。
私
は
、
本
来
な
ら

ば
イ
ギ
リ
ス
政
府
か
ら
の
指
示

を
最
も
把
握
し
て
い
る
で
あ
ろ

う
学
校
の
指
示
を
模
範
的
生
徒

の
様
に
待
ち
、
先
生
が
強
く
私

に
言
っ
た
様
に
イ
ギ
リ
ス
に
留

ま
る
事
を
選
択
し
ま
し
た
。
イ

ギ
リ
ス
に
留
ま
っ
た
の
は
寮
で

は
私
一
人
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

私
は
イ
ギ
リ
ス
の
公
共
医
療

サ
ー
ビ
ス
か
ら
、基
礎
疾
患
（
喘

息
）
を
持
つ
た
め
、
3
ヶ
月
は

住
居
か
ら
出
て
は
な
ら
な
い
と

の
指
示
を
受
け
、
寮
か
ら
一
歩

も
出
な
い
生
活
を
し
ま
し
た
。

こ
の
頃
か
ら
イ
ギ
リ
ス
で
は
感

染
者
・
死
亡
者
共
に
急
増
し
た

の
で
、
こ
の
先
ず
っ
と
国
へ
は

帰
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
不
安
で
一
杯
で
し
た
し
、
急

変
す
る
学
校
や
政
府
の
方
針
に

一
喜
一
憂
し
て
い
ま
し
た
。

6
月
に
入
っ
て
イ
ギ
リ
ス

政
府
の
方
針
で
急
遽
日
本
に
帰

国
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
突
然
に
イ
ギ
リ
ス
で

の
生
活
は
終
わ
り
を
迎
え
、
日

本
で
の
P
C
R
検
査
と
2
週

間
の
ホ
テ
ル
滞
在
を
経
て
今
に

至
る
の
で
す
。

今
回
の
私
の
混
乱
、
不
手
際

は
情
報
の
欠
落
か
ら
来
る
も
の

と
推
察
で
き
ま
す
。
情
報
の
入

手
が
か
く
も
事
態
を
左
右
す
る

の
か
と
辛
酸
を
舐
め
た
経
験
に

な
り
ま
し
た
」

こ
の
先
の
見
通
し
も
ま
だ

見
え
な
い
状
態
で
あ
る
こ
と
の

不
安
は
想
像
を
超
え
る
も
の
が

あ
る
。
し
か
し
、
今
で
き
る
こ

と
を
考
え
、
必
死
に
学
ぼ
う
と

し
て
い
る
後
輩
た
ち
に
頼
も
し

さ
を
感
じ
る
。
豊
田
さ
ん
は
今

後
大
学
生
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
に

も
ど
る
見
込
み
だ
と
い
う
。
コ

ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
た
大
学
生

が
き
っ
と
未
来
を
導
い
て
く
れ

る
と
信
じ
て
い
る
。（編

集
委
員
）

コ
ロ
ナ
禍 

大
学
生
は
今

8
月
に
入
っ
て
梅
雨
が
明
け
、
よ

う
や
く
夏
を
実
感
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

昨
今
の
騒
動
も
あ
り
、
き
っ
と
多

く
の
人
は
「
い
つ
も
通
り
」
と
は
な

ら
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
の
周

辺
で
も
対
面
授
業
が
取
り
や
め
に

な
っ
た
と
の
話
ば
か
り
を
聞
く
た

め
、
現
在
大
学
に
通
っ
て
い
る
方
の

多
く
は
大
学
の
敷
地
に
足
を
踏
み
入

れ
る
こ
と
な
く
授
業
を
受
け
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
自
身
も
大
学
の
対
面
授
業
は
全

て
取
り
や
め
に
な
っ
て
し
ま
い
、
送

ら
れ
て
く
る
授
業
動
画
を
ひ
た
す
ら

見
て
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
だ
け
の
毎
日

を
送
っ
て
き
ま
し
た
。
も
と
も
と
積

極
的
に
外
に
出
る
タ
イ
プ
で
は
な
い

の
で
、
家
を
出
る
の
は
バ
イ
ト
に
出

か
け
る
時
が
ほ
と
ん
ど
。
そ
う
こ
う

し
て
い
る
内
に
前
期
が
終
わ
っ
て
し

ま
っ
て
い
ま
し
た
。
昨
年
末
か
ら
春

ま
で
体
調
が
優
れ
な
か
っ
た
の
も
相

ま
っ
て
、
今
年
何
か
を
し
た
と
い
う

記
憶
が
全
く
と
言
っ
て
よ
い
く
ら
い

に
な
く
、
時
間
を
無
駄
に
過
ご
し
て

し
ま
っ
た
感
じ
が
し
ま
す
。

夏
に
な
っ
た
今
も
事
態
は
終
息
の

兆
し
を
見
せ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
外

出
自
粛
期
間
中
の
よ
う
な
危
機
感
は

あ
ま
り
無
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
世

の
中
全
体
が
順
応
し
て
き
た
と
い
う

事
な
の
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
外
出

自
粛
期
間
中
以
上
に
状
況
が
芳
し
く

な
い
の
も
ま
た
事
実
で
す
。
今
後
も

十
分
注
意
し
て
生
活
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

いつもとは違う夏
高70回　廣田 駿太（静岡大学理学部地球科学科3年）

オ
ン
ラ
イ
ン授業

の
導
入

新
入
生
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
授
業
開
始

入
試
以
来
、大
学
に
は
一
度
も
行
っ
て
い
な
い

帰
国
す
る
か
否
か

コ
ロ
ナ
禍
は
留
学
生
に
も
！

Stayhome のお供は
仕送りの静岡茶

自宅でオンライン授業
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卒
業
生
は

卒
業
生
は

今今

見
中
18
回
生
の
鈴
木
健
治
で

す
。
最
近
よ
く
「
お
元
気
で
す

ね
ー
、
お
幾
つ
で
す
か
」
と
聞

か
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し

た
。「
大
正
生
ま
れ
の
94
才
で

す
」
と
答
え
る
と
、「
長
寿
の

秘
訣
は
」
と
続
き
ま
す
。
こ
の

答
え
に
は
困
り
、「
自
然
体
で

す
よ
」
と
い
っ
て
誤
魔
化
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
誌
の
寄

稿
を
依
頼
さ
れ
た
機
会
に
、
自

分
に
も
長
寿
の
秘
訣
が
あ
る
の

か
な
と
色
々
と
思
い
を
巡
ら
せ

て
み
ま
し
た
。
先
ず
、
よ
く
言

わ
れ
る
長
寿
の
秘
訣
3
原
則

『
運
動
』『
食
事
』『
社
会
参
加
』

に
当
て
は
ま
る
も
の
が
あ
る
か

考
え
て
み
ま
し
た
。

『
運
動
』
で
す
が
、
寝
室
と

書
斎
は
2
階
に
、
ト
イ
レ
も
電

話
も
1
階
に
置
い
て
い
ま
す
の

で
、
一
日
の
昇
降
は
20
回
以
上

あ
り
、
少
し
は
役
に
立
っ
て
い

る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

次
の
『
食
事
』
で
す
が
、
子

供
の
頃
か
ら
食
べ
物
を
残
す

磐
田
南
高
同
窓
生
の
皆
様
、

こ
ん
に
ち
は
。
早
い
も
の
で
、

高
校
卒
業
以
来
53
年
以
上
の
歳

月
が
経
ち
、
今
年
72
歳
を
迎
え

ま
す
。

私
は
順
天
堂
大
学
医
学
部

を
卒
業
し
、
研
修
後
、
入
局

（
現
在
の
代
謝
内
分
泌
内

科
）
、
学
位
取
得
後
1
9
8
6

年
に
帰
浜
し
て
以
来
、
地
域

医
療
に
専
念
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
当
初
、
浜
松
北
病
院

の
診
療
体
制
は
急
性
期
医
療

の
み
で
し
た
。
医
療
技
術
の

進
歩
や
創
薬
、
医
学
の
未
知

の
分
野
の
解
明
な
ど
は
、
治

療
成
績
を
向
上
さ
せ
長
寿
社

会
を
創
出
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
経
済
と
社
会
構
造
の

私
は
高
校
を
卒
業
後
同
志

社
大
学
に
進
学
し
、
卒
業
後
は

静
岡
で
就
職
し
ま
し
た
が
、
そ

の
後
京
都
市
立
芸
術
大
学
に

再
入
学
し
、
そ
れ
以
降
ず
っ
と

京
都
に
い
ま
す
。い
つ
の
間
に

か
静
岡
に
住
ん
で
い
た
よ
り
、

京
都
に
い
る
時
間
の
方
が
長

く
な
り
ま
し
た
。

ソ
プ
ラ
ノ
歌

手
と
言
う
と
、
よ

く
「
オ
ペ
ラ
歌
手

で
す
か
？
」
と
尋

ね
ら
れ
ま
す
。残

念
な
が
ら
私
が

専
門
に
し
て
い

る
の
は
「
芸
術
歌

曲
」
で
す
。オ
ペ

ラ
に
比
べ
て

ち
ょ
っ
と
地
味

で
す
。芸
術
歌
曲

と
は
文
学
作
品

で
あ
る“
詩
”
に

合
会
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

私
に
と
っ
て
こ
の
社
会
活
動

こ
そ
が
健
康
を
支
え
る
最
大
の

原
動
力
と
感
謝
し
、
命
あ
る
限

り
与
え
ら
れ
た
立
場
で
、安
全
・

安
心
・
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

営
危
機
を
招
い
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
世
界
に
冠
た
る
こ

の
制
度
を
崩
壊
さ
せ
な
い
た

め
に
、
介
護
保
険
の
導
入

や
、
保
険
制
度
改
革
が
段
階

的
に
行
わ
れ
、
な
ん
と
か
保

険
医
療
制
度
を
維
持
し
て
き

ま
し
た
。

我
々
は
、
そ
れ
ら
に
合
わ

せ
た
形
で
慢
性
期
病
床
、
回

復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
床
、
在
宅
医
療
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
を

整
備
し
、
ケ
ア

ミ
ッ
ク
ス
タ
イ

プ
の
医
療
機
関

に
変
身
す
る
こ

と
で
、
シ
ー
ム

レ
ス
に
医
療
介

護
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
る
態

勢
を
構
築
し
て

ま
い
り
ま
し

た
。さ

ら
に
進
行
す

る
高
齢
化
社
会
に

対
し
て
は
、
地
域

ご
と
に
ま
と
ま
っ

た
効
率
の
良
い
医

療
介
護
を
可
能
と

す
る
、
地
域
包
括

ケ
ア
プ
ラ
ン
を
実

行
し
て
お
り
ま

す
。
素
晴
ら
し
い

こ
と
に
80
歳
代
、

90
歳
代
で
も
、
お

員
で
も
あ
り
ま
し
た
。こ
こ
で

は
毎
月
読
書
会
を
開
き
、
多
く

の
文
学
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。そ
の
い
ず
れ
も
、

今
の
私
が
歌
曲
を
歌
う
に
あ

た
り
、
詩
の
解
釈
と
曲
の
表
現

に
大
い
に
役
に
立
っ
て
い
る

の
で
す
。私
は
作
品
の
本
質
を

と
こ
と
ん
追
求
し
、
作
品
の
内

側
か
ら
の
視
点
で
表
現
す
る

こ
と
を
ポ
リ
シ
ー
と
し
て
い

ま
す
。そ
こ
に
は
歌
曲
で
あ
り

な
が
ら
演
劇
的
要
素
が
に
じ

み
出
ま
す
。聴
い
て
く
だ
さ
っ

た
方
に
「
演
劇
部
に
い
ま
し

た
」
と
言
う
と
「
な
る
ほ
ど
！
」

と
納
得
さ
れ
る
の
で
す
。

さ
て
来
年
の
2
月
21
日
㈰

に
袋
井
の
月
見
の
里
学
遊
館

う
さ
ぎ
ホ
ー
ル
に
て
、
故
郷
で

の
初
め
て
の
リ
サ
イ
タ
ル
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
（
14
時
開
演
）。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
全
て
日
本
語

で
組
み
、
敷
居
を
低
く
し
て
い

ま
す
。
是
非
お
い
で
く
だ
さ

い
。歌
曲
の
小
宇
宙
へ
と
ご
案

内
致
し
ま
し
ょ
う
！

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
■

　
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
・
声
楽
講
師

に
微
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
う

日
々
で
す
。

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
■

　
元
静
岡
県
自
治
会
連
合
会
会
長

　
元
日
本
赤
十
字
社
本
社
常
任
理
事

元
気
な
方
々
が
た
い
へ
ん
増
え

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
日

本
老
年
病
学
会
で
は
、
本
来
65

歳
と
さ
れ
て
い
た
高
齢
者
の
呼

称
を
65
歳
か
ら
準
高
齢
者

（pre-old

）、
75
歳
か
ら
を
高

齢
者
（old

）
と
呼
ぶ
こ
と
を

提
唱
し
て
い
ま
す
。
単
な
る
寿

命
延
長
で
な
く
、
健
康
寿
命
の

更
な
る
延
伸
が
今
後
の
テ
ー
マ

で
す
。
医
療
者
と
し
て
最
も
大

切
な
こ
と
は
、
受
療
者
と
の
信

頼
関
係
を
築
き
上
げ
る
こ
と
で

あ
り
、
ま
た
受
療
者
に
最
大
の

満
足
、
安
心
、
充
実
を
享
受
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
あ
る
と
思

い
、日
々
精
進
し
て
お
り
ま
す
。

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
■

　
医
療
法
人
社
団  

盛
翔
会

　
浜
松
北
病
院  

理
事
長
兼
院
長

　
静
岡
県
糖
尿
病
協
会
副
会
長

と
、
親
か
ら
「
神
様
の
バ
チ
が

あ
た
る
」
と
厳
し
く
躾
け
ら
れ

た
こ
と
が
今
も
っ
て
忘
れ
ら
れ

ず
、
好
き
嫌
い
せ
ず
完
食
を
旨

と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
朝
夕

ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
の
上
で
一
喜

一
憂
し
て
い
ま
す
。

『
社
会
参
加
』
で
す
が
、
生

ま
れ
は
旧
豊
浜
村
、
大
空
に
憧

れ
、
中
学
4
年
終
了
で
海
軍
航

空
兵
を
志
願
、
九
死
に
一
生
を

得
て
復
員
後
農
林
省
食
糧
事
務

所
に
勤
務
、
40
代
で
当
時
特
殊

法
人
日
本
勤
労
者
在
宅
協
会
の

業
務
委
託
団
体
で
あ
っ
た
静
岡

県
勤
労
者
住
宅
生
協
に
代
表
理

事
と
し
て
出
向
、
約
1
万
戸
の

在
宅
建
設
に
取
り
組
み
、
そ
の

後
小
さ
な
会
社
の
雇
わ
れ
社
長

を
務
め
、
64
歳
で
現
役
を
引
退

し
ま
し
た
。

の
ん
気
な
余
生
を
夢
見
た
矢

先
、
地
元
の
皆
さ
ん
か
ら
説
得

さ
れ
、
不
承
不
承
で
引
き
受
け

た
の
が
自
治
会
の
役
員
で
し
た
。

い
ざ
活
動
し
て
み
る
と
、
大
き

な
遣
り
甲
斐
に
気
づ
き
、
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、

静
岡
市
自
治
会
連
合
会
会
長
、

静
岡
県
自
治
会
連
合
会
会
長
等

の
役
職
を
務
め
、
現
在
も
人
口

1
万
人
余
り
の
小
学
校
区
の
連

変
化
は
少
子
化
社
会
を
誘
導

し
、
国
民
皆
保
険
制
度
の
運

作
曲
家
が
触
発
さ
れ
音
楽
を
付

け
た
楽
曲
、
つ
ま
り“
う
た
”で

す
。短
い
も
の
は
1
曲
が
1
分

か
ら
、
長
い
も
の
で
も
10
分
程

度
で
す
。歌
曲
は
そ
の
短
い
時

間
の
中
に
人
の
心
の
機
微
、
人

間
関
係
、
一
瞬
の
ド
ラ
マ
が
凝

縮
さ
れ
て
い
ま
す
。私
は
そ
の

小
宇
宙
と
も
言
え
る
世
界
を
表

現
す
る
こ
と
に
魅
せ
ら
れ
、
ま

た
得
意
と
し
て
い
ま
す
。

高
校
の
部
活
は
演
劇
部
で

し
た
。卒
業
ま
で
の
3
年
間
、

そ
こ
で
青
春
を
満
喫
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。ま
た
図
書
委

澤田さんが勤務する浜松北病院

故郷・袋井市での公演の案内

地
域
医
療
に
取
り
組
ん
で
35
年

高
19
回
　
澤
田
　
健

長
寿
の
秘
訣
は
自
治
会
活
動

中
18
回
　
鈴
木
　
健
治

今
に
つ
な
が
る
こ
と

高
38
回
　
藤
　
美
千
代
（
旧
姓��

鈴
木
）
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各地で活躍する磐南卒業生たち各地で活躍する磐南卒業生たち

卒業生は卒業生は今今

ガ
ン
に
コ
コ
カ
ラ
フ
ァ
イ
ン
が

誕
生
し
ま
し
た
。
企
業
の
成
長

に
加
え
、
そ
の
後
い
く
つ
か
の

会
社
と
の
M
＆
A
を
行
い
、
順

調
に
業
容
も
拡
大
し
て
い
ま

す
。
2
0
1
9
年
、
ド
ラ
ッ
グ

ス
ト
ア
産
業
と
調
剤
薬
局
産
業

の
市
場
規
模
は
約
15
兆
円
と
な

り
ま
し
た
。
当
社
は
、

2
0
2
1
年
マ
ツ
モ
ト
キ
ヨ
シ

H
D
と
の
経
営
統
合
を
計
画

し
、
売
上
高
１
兆
円
、
3
，

0
0
0
店
舗
の
日
本
最
大
の
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
チ
ェ
ー
ン
の
誕

生
と
「
健
康
と
美
の
分
野
で
ア

ジ
ア
N
O
．
1
」
を
目
指
す
会

社
と
な
る
予
定
で
す
。

平
成
時
代
は
、
国
民
の
平
均

寿
命
の
延
伸
に
貢
献
し
て
き

た
私
た
ち
は
、
令
和
時
代
に
は

健
康
寿
命
を
延
ば
し
、「
活
き

活
き
と
し
た
生
活
【w

ell-
being

】」
を
実
現
す
る
こ
と
を

目
標
に
、
社
員
一
同
新
た
な
夢

に
向
け
て
の
「
や
ら
ま
い
か
」

の
始
ま
り
で
す
。

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
■

　
株
式
会
社
コ
コ
カ
ラ
フ
ァ
イ
ン
　

代
表
取
締
役
社
長

こ
の
同
窓
会
だ
よ
り
が
発
刊

さ
れ
る
と
き
に
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
は
終
息
し
て
い
る

で
し
ょ
う
か
。
一
刻
も
早
く
終

息
す
る
こ
と
を
願
い
、
全
力
で

対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
は
子
ど
も
の
「
い
の

ち
」
や
教
職
員
の
「
い
の
ち
」

を
大
切
に
、
緊
張
感
を
も
っ
て

守
り
ぬ
く
こ
と
、
そ
し
て
、
新

し
い
生
活
様
式
で
あ
る
か
ら
こ

そ
、
心
を
育
む
こ
と
を
心
が
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

磐
田
市
で
は
、
新
た
な
学

校
づ
く
り
を
は
じ
め
、
多
く

の
施
策
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
二
つ
だ
け
を
取
り
上
げ

ま
す
。一
つ
は
、
全
校
で
取
り

組
ん
で
い
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
で
す
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
で

は
、
学
校
の
運
営
に
協
力
す

る
委
員
と
し
て
、
卒
業
生
の

方
も
含
め
地
域
の
皆
様
が
約

3
5
0
人
活
躍
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
約
10
年
こ
の

活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
が
、
学
校
を
取
り
巻
く
環

境
が
、
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。学
校
の
企
画
、
経
営
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
コ
ー
デ
ィ
ネ

イ
タ
ー
と
と
も
に
、
協
働
的

な
参
画
を
し
て
い
た
だ
き
、

風
土
、
雰
囲
気
が
変
わ
っ
て

き
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
支

持
的
風
土
の
高
ま
り
は
委
員

の
皆
様
の
お
か
げ
で
あ
り
、

磐
田
市
の
宝
で
あ
り
ま
す
。

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
特
別
史
跡

国
分
寺
跡
の
再
整
備
で
す
。

皆
さ
ん
が
慣
れ
親
し
ん
だ
国

分
寺
を
、
こ
の
度
、
日
本
で

初
め
て
、
2
回
目
の
整
備
工

事
を
行
い
ま
す
。
特
別
史
跡

遠
江
国
分
寺
跡
に
は
、
近
年

見
つ
か
っ
た
木
装
基
壇
の
復

元
、
3
メ
ー
ト
ル
の
燈
籠
の

復
元
な
ど
を
行
い
ま
す
。
文

化
財
の
保
護
の
観
点
か
ら
、

新
た
な
建
物
を
建
て
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
1
3
0
0

年
前
の
古
の
風
情
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
貴
重
な
発
掘
資
料
を
基

に
日
本
初
の
整
備
を
し
ま
す

の
で
、
高
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

か
ら
の
眺
め
が
大
き
く
変
わ

り
ま
す
。
市
民
や
高
校
生
の

皆
さ
ん
も
、
史
跡
に
慣
れ
親

し
み
、
い
ろ
い
ろ
な
思
い
出

が
創
れ
る
よ
う
な
場
所
に
な

る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。　

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
■

　
磐
田
市
教
育
委
員
会
教
育
長

幼
少
の
頃
か
ら
「
起
業
し
て

お
金
を
儲
け
た
い
」
と
思
っ
て

い
た
私
は
、
開
業
す
る
た
め
に

薬
剤
師
の
資
格
を
活
か
し
、
東

京
都
内
に
あ
る
わ
ず
か
15
店

舗
の
薬
局
チ
ェ
ー
ン
に
就
職

を
し
ま
し
た
。

店
長
を
務
め
て
い
た
頃
、

お
客
様
か
ら
涙
な
が
ら
に

「
あ
な
た
に
命
を
救
わ
れ

た
」
と
感
謝
さ
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
話
を
聞
く
と
、

「
疲
労
困
憊
の
状
態
を
相
談

し
た
と
こ
ろ
親
身
に
な
っ
て

耳
を
傾
け
て
く
れ
て
、
勧
め

ら
れ
た
薬
が
と
て
も
よ
く
効

い
た
」
と
の
こ
と
で
す
。
そ

の
時
に
、
人
に
必
要
と
さ
れ

る
リ
ア
ル
な
手
ご
た
え
と
や

り
が
い
に
幸
せ
を
感
じ
、
こ

れ
か
ら
の
健
康
産
業
に
大
き

私
は
3
人
姉
妹
の
次
女
と
し

て
生
ま
れ
ま
し
た
。
初
め
て
母

親
に
「
磐
南
に
行
き
た
い
」
と

告
げ
た
と
き
、
返
っ
て
き
た
の

は
「
磐
南
行
っ
て
ど
う
す
る

の
？
」
と
い
う
困
惑
し
た
言
葉

で
し
た
。
そ
れ
は
、
早
く
就
職

し
早
く
結
婚
す
る
の
が
、
娘
に

と
っ
て
の
幸
せ
と
い
う
思
い
か

ら
で
し
た
。

そ
れ
で
も
、
磐
南
を
卒
業
後

に
短
大
に
行
か
せ
て
も
ら
い
、

就
職
す
る
と
、
上
司
か
ら
「
あ

な
た
は
一
般
職
だ
か
ら
」
と
言

わ
れ
ま
し
た
。

実
家
に
戻
り
小
さ
な
工
務
店

で
営
業
職
を
始
め
る
と
、
同
僚

か
ら
「
一
生
で
一
番
高
い
買
い

物
を
女
の
子
に
任
せ
ら
れ
な
い

よ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
い
つ

も
い
つ
も
、
志
を
も
つ
度
に
遮

ら
れ
る
思
い
で
し
た
。
そ
の
甘

や
か
し
が
諦
め
や
自
信

喪
失
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。そ

ん
な
私
が
、
40
歳

で
転
機
を
迎
え
ま
し

た
。「
ヤ
ン
グ
ア
メ
リ

カ
ン
ズ
」。
こ
の
公
演

と
の
出
会
い
が
始
ま
り

で
し
た
。
2
0
0
人
を

超
え
る
子
ど
も
た
ち
が

キ
ャ
ス
ト
と
共
に
舞
台

を
作
り
上
げ
る
公
演
。

素
直
な
自
分
を
表
現
す

る
こ
と
を
楽
し
ん
で
い

な
可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
出
来
事
に
よ
り
、
一
日

も
早
い
独
立
を
目
指
し
、
が

む
し
ゃ
ら
に
働
き
ノ
ウ
ハ
ウ

を
勉
強
し
て
い
た
時
に
転
機

が
訪
れ
ま
し
た
。
急
成
長
を

し
て
い
た
こ
の
会
社
は
、
東

証
一
部
上
場
企
業
と
な
っ
て

お
り
、
私
は
34
歳
で
取
締
役

に
指
名
さ
れ
た
の
で
す
。
目

指
し
て
い
た
経
営
者
と
は
イ

メ
ー
ジ
は
違
い
ま
し
た
が
、

経
営
者
の
仲
間
入
り
で
す
。

後
に
、
な
ぜ
私
が
指
名
さ
れ

た
の
か
を
創
業
者
に
尋
ね
た

と
こ
ろ
、「
会
議
で
の
声
が
デ

カ
い
と
こ
ろ
だ
」
と
言
わ
れ
ま

し
た
。ふ
と
、
小
学
校
の
時
か

ら
授
業
中
に
先
生
か
ら
よ
く

チ
ョ
ー
ク
を
投
げ
ら
れ
て
い

た
事
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

40
歳
で
社
長
に
指
名
さ
れ
た

後
、
良
縁
に
恵
ま
れ
関
西
の
大

手
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
と
経
営
統

合
す
る
こ
と
と
な
り
、

2
0
0
8
年
に
「
コ
コ
ロ
と
カ

ラ
ダ
を
元
気
に
！
」
を
ス
ロ
ー

る
子
ど
も
た
ち
は
、
生
き
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
ま
し
た
。「
こ
れ
を
磐

田
市
の
子
ど
も
達
に
も
届
け
た

い
」
と
、
す
ぐ
東
京
の
主
催
者

に
電
話
を
し
、
お
願
い
を
し
ま

し
た
。
告
げ
ら
れ
た
誘
致
へ
の

課
題
は
大
変
な
も
の
で
し
た

が
、
こ
の
公
演
を
必
ず
子
ど
も

た
ち
に
届
け
た
い
と
い
う
思
い

は
変
わ
ら
ず
、
一
週
間
後
に
は

企
画
書
を
持
っ
て
市
長
室
を
訪

れ
て
い
ま
し
た
。

す
べ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

だ
っ
た
の
で
、「
よ
く
や
る
よ

ね
」
と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
よ
り
も
た
く
さ
ん
の

方
が
共
感
し
応
援
し
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
2
0
1
6
年

の
初
開
催
…
…
磐
田
市
民
文
化

会
館
の
舞
台
に
立
つ
子
ど
も
た

ち
は
、
自
信
に
満
ち
あ
ふ
れ
光

輝
い
て
い
ま
し
た
。「
大
丈
夫
、

あ
な
た
は
あ
な
た
の
ま
ま
で
い

い
ん
だ
よ
。
た
く
さ
ん
の
人
が

あ
な
た
を
応
援
し
て
い
る
よ
」

と
い
う
、
公
演
を
通
し
私
が
子

ど
も
た
ち
に
伝
え
た
か
っ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、若
か
り
し
頃
、

私
が
大
人
に
掛
け
て
ほ
し
か
っ

た
言
葉
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

ち
ょ
っ
と
し
た
言
葉
に
傷
つ

き
、
長
い
間
ぬ
ぐ
え
な
い
も
の

が
あ
り
ま
し
た
が
、
自
分
な
り

の
答
え
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。「
大
丈
夫
」
と
い

う
言
葉
を
こ
れ
か
ら
も
伝
え
続

け
て
行
き
た
い
で
す
。

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
■

　
磐
田
未
来
ク
ラ
ブ
代
表

営
危
機
を
招
い
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
世
界
に
冠
た
る
こ

の
制
度
を
崩
壊
さ
せ
な
い
た

め
に
、
介
護
保
険
の
導
入

や
、
保
険
制
度
改
革
が
段
階

的
に
行
わ
れ
、
な
ん
と
か
保

険
医
療
制
度
を
維
持
し
て
き

ま
し
た
。

我
々
は
、
そ
れ
ら
に
合
わ

せ
た
形
で
慢
性
期
病
床
、
回

復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
床
、
在
宅
医
療
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
を

整
備
し
、
ケ
ア

ミ
ッ
ク
ス
タ
イ

プ
の
医
療
機
関

に
変
身
す
る
こ

と
で
、
シ
ー
ム

レ
ス
に
医
療
介

護
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
る
態

勢
を
構
築
し
て

ま
い
り
ま
し

た
。さ

ら
に
進
行
す

る
高
齢
化
社
会
に

対
し
て
は
、
地
域

ご
と
に
ま
と
ま
っ

た
効
率
の
良
い
医

療
介
護
を
可
能
と

す
る
、
地
域
包
括

ケ
ア
プ
ラ
ン
を
実

行
し
て
お
り
ま

す
。
素
晴
ら
し
い

こ
と
に
80
歳
代
、

90
歳
代
で
も
、
お

高
27
回
　
村
松
　
啓
至

二
つ
の
タ
カ
ラ

高
45
回
　
村
田
　
久
子（
旧
姓��

鈴
木
）

大
丈
夫

遠江国分寺史跡公園整備後イメージ（南から）／面積=2.7ha
（遺構整備等をわかりやすく示すため、樹木等は一部を省略しています。）

現　国分寺

W
ell-being

社
会
の

実
現
を
目
指
し
て

高
33
回
　
塚
本
　
厚
志

「ココロ  カラダ  ゲンキ」フェスタの栄養指導

「ヤングアメリカンズ」公演での中高生の舞台



見中・磐田南高等学校同窓会だより  第42号令和2年10月10日 � 6

第
9
回
同
窓
会
掛
川
・
菊
川

支
部
総
会
を
1
月
11
日
㈯
に
浅

羽
同
窓
会
長
、
赤
塚
校
長
を
お

迎
え
し
、
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
掛
川

で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
の
講
演
は
「
か

け
が
わ
地
域
循
環
・
活
性
化
協

議
会
」
会
長
と
し
て
ご
活
躍
中

の
高
18
回
卒
星
之
内
進
先
生
に

「
新
し
い
公
共
に
よ
る
地
域
創

生
を
目
指
し
て
」
と
題
し
て
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

先
生
は
国
の
環
境
政
策
に
参

画
し
た
経
験
か
ら
脱
炭
素
社
会

に
向
け
た
取
り
組
み
を
地
方
か

ら
起
こ
す
こ
と
が
必
要
と
の
お

考
え
で
、
報
徳
精
神
が
根
付
い

て
い
る
掛
川
は
市
民
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
も
高
く
、
そ
の
可
能
性

に
期
待
を
示
さ
れ
ま
し
た
。
来

年
か
ら
再
エ
ネ
発
電
事
業
と
小

売
り
電
気
事
業
を
展
開
す
る
に

当
た
り
、
官
民
協
働
に
よ
る
地

域
新
電
力
会
社
を

立
ち
上
げ
る
予
定

で
あ
り
、
目
指
す
は

得
た
利
益
を
市
民

に
還
元
す
る
循
環

型
社
会
の
構
築
で

あ
る
と
の
お
話
で
、

聴
講
し
た
地
域
の

方
々
に
も
好
評
で

し
た
。
ま
た
、
昨
年

か
ら
出
席
し
て
い

る
在
校
生
4
名
も

気
候
変
動
等
に
つ

い
て
考
え
る
良
い

機
会
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。

懇
親
会
で
は
、

同
窓
会
事
務
局
の

永
田
さ
ん
か
ら
校

歌
に
係
わ
る
秘
話

を
伺
っ
た
事
も
あ
り
、
例
年
の

校
歌
斉
唱
と
は
違
い
1
0
0

年
の
重
み
を
感
じ
な
が
ら
会
員

一
同
絆
を
改
め
て
確
認
で
き
た

よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

来
年
は
2
月
ま
た
は
3
月

に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
掛
川
・
菊
川
支
部
長

�

高
16
回  

中
上

一
）

【
連
絡
先
】

0
8
0
―
1
6
0
1
―
6
7
4
3

第
94
回
見
中
・
磐
田
南
高
等

学
校
同
窓
会
総
会
の
開
催
準
備

を
進
め
て
い
た
担
当
年
次
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
長
期
化
に
よ
り

中
止
に
な
り
、
本
当
に
残
念
で

す
。浜

松
支
部
は
昨
年
11
月
16
日

㈯
に
第
3
回
総
会
を
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
浜
松
に
て
開
催
致
し
ま

し
た
。
毎
回
、
出
席
し
て
頂
け

る
方
も
多
く
な
っ
て
き
ま
し
て
、

支
部
役
員
・
赤
塚
顕
宏
校
長
・

浅
羽
浩
同
窓
会
長
を
含
め
78
名

の
同
窓
生
が
集
ま
り
ま
し
た
。

地
元
企
業
の
OB
・
現
役
の
方
が

多
く
、
情
報
交
換
の
場
と
し
て

人
脈
の
拡
大
に
大
い
に
役
立
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
野
球
部
の
甲
子
園
出

場
を
願
う
声
が
多

く
、
テ
ー
ブ
ル
で
話

題
に
な
り
、
野
球
部

OB
会
長
の
小
林
俊
幸

君
（
高
41
回
）
が
、

そ
の
思
い
と
出
場
計

画
（
ス
ト
ー
リ
ー
）

を
熱
く
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

宮
澤
博
行
衆
議
院

議
員
・
小
山
の
ぶ
ひ

ろ
前
衆
議
院
議
員
に

も
出
席
頂
き
、
国
政

で
の
活
躍
の
話
を
頂

き
ま
し
た
。
最
後
は

全
員
で
校
歌
斉
唱
・

写
真
撮
影
で
解
散
と

な
り
ま
し
た
。

浜
松
支
部
は
毎
年

11
月
第
3
土
曜
日
に

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
浜

松
に
て
12
時
か
ら
14

時
ま
で
が
定
例
と
決

豊
田
支
部
は
毎
年
2
月
初

め
に
「
総
会
と
懇
親
会
」
を
開

催
、
そ
の
た
め
の
準
備
と
し
て

年
次
別
、
地
域
別
の
支
部
名
簿

作
り
を
し
て
い
ま
す
。

総
会
で
は
、
赤
塚
校
長
先
生

か
ら
は
在
校
生
の
皆
さ
ん
の
活

躍
や
新
し
い
校
舎
へ
の
建
て
替

え
の
様
子
、
浅
羽
同
窓
会
会
長

か

ら

は

創

立

1
0
0
周
年
に
向

け
て
の
準
備
状
況

や
、
同
窓
会
全
体

の
活
動
の
お
話
を

お
伺
い
し
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
毎

回
、
高
校
時
代
の
先

生
や
行
事
の
思
い
出

を
は
じ
め
、
趣
味
、

旅
行
、
仕
事
、
最
近

の
社
会
に
対
す
る
思

い
な
ど
様
々
な
話
題

で
盛
り
上
が
り
ま

す
。
ま
た
、
宮
澤
衆

議
院
議
員
を
は
じ
め

小
山
前
衆
議
院
議
員
、
江
間
、

澤
田
両
県
会
議
員
の
皆
様
か
ら

私
達
の
生
活
に
密
着
し
た
話
を

お
伺
い
し
ま
す
。
政
治
や
社
会

の
生
の
声
を
聴
け
る
貴
重
な
場

で
あ
り
、
同
窓
生
の
活
躍
を
誇

り
に
思
う
時
で
す
。
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
は
年
齢
を
忘
れ
る
楽
し

み
と
し
て
行
い
、
最
後
に
校
歌

斉
唱
で
学
生
時
代
の
ひ
と
時
を

共
有
し
ま
す
。

来
年
は
2
月
14
日
㈰
で
企

画
し
て
い
ま
す
。
感
染
症
（
コ

ロ
ナ
）
に
係
る
人
々
の
英
知
、

連
携
が
問
わ
れ
る
と
き
、
創
立

1
0
0
周
年
に
向
け
て
の
絆

を
深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆

様
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

（
豊
田
支
部
長  

高
20
回  

芥
川
知
孝
）

【
連
絡
先
】

0
9
0
―
7
6
7
9
―
3
5
6
9

令
和
元
年
度
秋
の
支
部
総

会
が
台
風
10
号
の
た
め
延
期
と

な
り
、
そ
の
リ
ベ
ン
ジ
総
会
を

令
和
2
年
2
月
15
日
㈯
に
ホ
テ

ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪
に
て
開

催
し
ま
し
た
。

会
員
16
名
の
ほ
か
、
浅
羽
浩

同
窓
会
長
、
赤
塚
顕
宏
校
長
を

お
迎
え
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
前
に
開
催
で
き

た
こ
と
は
幸
い
で
し
た
。

総
会
で
は
、
支
部
活
動
の
在

り
方
を
議
題
と
し
て
協
議
し
、

実
務
を
担
当
す
る
役
員
が
少
な

く
負
担
が
重
い
こ
と
や
参
加
者

が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
等
か

ら
、
支
部
活
動
を
休
会
と
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
御
支
援
・
御
厚
情

を
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
新
た

な
体
制
で
関
西
支
部
の
活
動
が

再
開
さ
れ
る
こ
と
を
御
期
待
申

し
上
げ
ま
す
。

（
関
西
支
部
長  

高
11
回  

青
島
敏
行
）

め
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
開
催
を
見
合
わ
せ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

（
浜
松
支
部
長  

高
19
回  

鈴
木
裕
司
）

【
連
絡
先
】

0
5
3
―
4
5
4
―
7
4
3
1

�

〈
㈱
遠
州
日
石
／
蓮
尾
〉

《
掛
川
・
菊
川
支
部
／
豊
田
支
部
／

浜
松
支
部
／
関
西
支
部
》

こ
れ
ま
で
に
開
催
さ
れ
た
各
支
部
総
会
の
中
か
ら
、4
支
部
の
活
動
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

（
各
記
事
に
て
、次
回
の
開
催
日
程
等
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
参
照
く
だ
さ
い
）

※

今
回
掲
載
予
定
の
袋
井
支
部
、磐
田
支
部
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、開
催
を
見
合
わ
せ
ま
し
た
。

支
部
活
動

支
部
活
動
報
告

支部総会に参加を支部総会に参加を

関東支部

静岡支部

磐田支部

北遠支部

今回、活動報告をお寄せくださった4支
部以外の支部総会の日程（新型コロナ対応
で一部開催見合わせ）をお知らせします。
皆様の参加をお待ちしております。

【支部長】 山内英典（高29回）
【連絡先】 03-3205-7954
【日　時】 令和2年11月14日㈯
【会　場】 リモート形式で開催
  ZOOM並びにYouTubeで
  同時配信

【支部長】 鈴木一雄（高24回）
【連絡先】 090-1561-4067
※新型コロナ感染防止のため開催見合わせ

【支部長】 加藤光久（高27回）
【連絡先】 0538-37-3726
【日　時】 令和3年4月10日㈯
【会　場】 磐田グランドホテル

東海支部
休会中

【支部長】 生熊克己（高17回）
【連絡先】 053-922-0117
※新型コロナ感染防止のため開催見合わせ

袋井支部
【支部長】 木野省三（高21回）
【連絡先】 0538-42-3654
【日　時】 令和3年7月下旬開催予定
【会　場】 未定

（ ）

掛
川
・
菊
川
支
部

掛
川
・
菊
川
支
部

浜
松
支
部

浜
松
支
部

豊
田
支
部

豊
田
支
部

関
西
支
部

関
西
支
部

多くの地元企業OB・現役の方が参加

新校舎や 100 周年に向けての準備状況などを報告

会員一同の絆を改めて確認

懇親会にて校歌に係わる秘話を伺う 昨年から在校生も出席（4名）
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第
一
次
世
界
大
戦
（
1
9
1
4
〜
1
9
1
8
年
）

の
終
結
後
、
ア
メ
リ
カ
の
戦
後
好
況
の
反
動
と
も
い

え
る
世
界
恐
慌
（
1
9
2
9
年
）
の
影
響
で
、
日

本
は
経
済
不
況
に
あ
り
、
県
立
学
校
も
教
育
予
算
縮

小
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。

見
中
は
既
に
創
立
当
初
の
グ
ラ
ン
ド
開
墾
や
庭
園
作

り
、
防
風
堤
建
設
、
プ
ー
ル
建
設
な
ど
大
が
か
り
な
作

業
は
、
1
9
2
2
（
大
正
11
）
年
の
学
校
創
立
か
ら
5

年
間
の
勤
労
作
業
の
お
か
げ
で
、ほ
ぼ
整
備
し
終
わ
り
、

先
輩
達
が
培
っ
た
見
中
の
「
質
実
剛
健
」
の
伝
統
を
継

承
し
つ
つ
、
昭
和
の
発
展
期
に
入
っ
て
い
く
。

世
界
は
欧
米
列
強
の
帝
国
主
義
と
日
本
の
ア
ジ

ア
進
出
を
進
め
る
軍
国
主
義
が
拡
大
す
る
時
代
に
進

ん
で
い
っ
た
。

〈
水
上
部
の
活
躍
　
1
9
2
9
〜
1
9
3
6
年
〉

見
中
が
「
水
泳
王
国
」
と
呼
ば
れ
る
に
至
っ
た
礎

と
な
る
プ
ー
ル
は
、
生
徒
の
勤
労
作
業
に
よ
っ
て
、

1
9
2
6
（
昭
和
元
）
年
4
月
〜
7
月
の
わ
ず
か
4

か
月
で
完
成
し
、
誕
生
し
た
プ
ー
ル
の
成
果
が
昭
和

に
入
っ
て
効
を
奏
し
始
め
る
。

吉
津
尋
常
小
学
校
（
現
在
鷲
津
小
学
校
）
で
活
躍

し
て
い
た
牧
野
正
蔵
少
年
を
呼
び
寄
せ
て
、
水
上
部

長
の
小
林
寛
先
生
と
OB
が
水
上
部
強
化
を
図
っ
た
。

そ
の
結
果
、
牧
野
選
手
は
見
中
4
年
時
（
1
9
3
1

年
・
16
才
）
に
8
0
0
m
自
由
形
で
世
界
新
記
録

を
樹
立
す
る
ま
で
に
成
長
し
、
1
9
3
2
年
の
ロ

ス
五
輪
で
1
5
0
0
m
銀
メ
ダ
ル
獲
得
、
続
く

1
9
3
6
年
の
ベ
ル
リ
ン
五
輪
で
は
早
大
生
と
し

て
4
0
0
m
銅
メ
ダ
ル
、
寺
田
登
選
手
（
慶
応
・

1
5
0
0
m
優
勝
）、
杉
浦
重
雄
選
手
（
早
大
・

8
0
0
m
リ
レ
ー
優
勝
）
と
共
に
メ
ダ
リ
ス
ト
と

し
て
故
郷
に
錦
を
飾
っ
た
。

〈
校
歌
は
創
立
当
初
は
ま
だ
存
在
し
な
か
っ
た
?
〉

創
立
当
時
の
見
中
は
水
上
部
、
競
技
部
（
陸
上
競

技
部
）、
庭
球
部
な
ど
が
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
野
球

部
や
卓
球
部
は
全
く
無
視
さ
れ
て
い
た
。「
女
の
子

の
や
る
よ
う
な
卓
球
は
男
子
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
認

め
な
い
」
と
す
る
学
校
側
に
立
ち
向
か
っ
た
の
が
、

未
公
認
の
卓
球
部
部
長
村
松
慶
一
（
中
4
回
）
と
副

部
長
の
石
川
博
敏
（
〃
）
ら
の
部
員
で
あ
っ
た
。

先
輩
の
見
中
3
回
生
が
前
年
に
浜
商
、
静
商
を

破
っ
て
県
大
会
で
優
勝
、
翌
1
9
2
9
年

こ
っ
そ
り
出
場
し
て
準
優
勝
し
た
が
、
学
校

側
は
卓
球
部
を
認
め
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の

年
は
水
上
部
も
活
躍
し
、
駅
頭
で
の
県
大
会

優
勝
報
告
が
な
さ
れ
た
折
に
高
柳
教
頭
先
生

が
同
窓
生
の
前
で
「
卓
球
部
は
認
め
ら
れ
て

い
な
い
が
、
母
校
の
名
誉
に
か
け
て
よ
く
善

戦
し
た
」
と
絶
賛
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

は
卓
球
部
を
始
め
と
し
て
多
く
の
運
動
部
員

が
感
激
し
た
。

こ
の
一
件
が
あ
っ
て
以
来
、
4
回
生
の
運

動
部
員
が
あ
る
生
徒
の
家
に
「
29
会
本
部
」

と
い
う
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
て
、
20
人
余

り
の
運
動
選
手
が
「
卓
球
部
を
認
め
る
べ
き

で
あ
る
」
と
声
を
あ
げ
、
労
作
教
育
に
反
駁

す
る
論
争
の
集
ま
り
と
な
っ
た
。

彼
ら
の
改
革
運
動
の
中
で
、「
校
歌
が
な
い
の
は

話
に
な
ら
ん
」
と
い
う
石
川
の
か
け
声
で
、「
29
会
」

の
会
員
達
は
勝
手
気
ま
ま
な
校
歌
を
口
ず
さ
ん
だ
。

こ
の
為
学
校
側
は
伊
藤
恕
（
ひ
ろ
し
）
作
詞
（
見
中

国
語
教
諭
）、
草
川
宣
雄
（
の
ぶ
お
）
作
曲
に
よ
る

校
歌
を
作
成
し
、4
回
生
の
卒
業
式
（
1
9
3
0
年
）

に
や
っ
と
間
に
合
わ
せ
た
の
で
あ
る
。
　
　

こ
の
よ
う
に
改
革
を
迫
っ
た
教
え
子
で
あ
っ
た

が
、
尾
崎
校
長
が
1
9
5
4
年
に
東
大
病
院
に
入

院
す
る
際
、
い
ち
早
く
荷
作
り
に
駆
け
つ
け
た
の
は

村
松
慶
一
と
石
川
博
敏
で
あ
っ
た
。

〈
授
業
風
景
〉

こ
の
写
真
は
理
科
実
験
を
し
て
い
る
場
面

（
1
9
3
2
年
）
で
あ
る
。
当
時
か
ら
理
科
実
験
な
ど

が
盛
ん
に
行
わ

れ
、
優
秀
な
教
員

の
下
で
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
な
授
業
が

行
わ
れ
て
い
た
。

特
に
5
年
次
に
は

「
課
題
研
究
」
が
課

さ
れ
、
班
ご
と
に

研
究
論
文
を
発
表

し
た
。
今
で
も
図

書
館
に
は
見
中
生

の
課
題
論
文
が
保

管
さ
れ
て
い
る
。

授
業
は
と
て

も
厳
し
く
背
筋

を
伸
ば
し
て
講
義
を
受
け
て
い
る
様
子
が
写
真
に
も

窺
わ
れ
る
。
現
在
も
こ
の
「
授
業
を
大
切
に
」
の
伝

統
は
後
輩
た
ち
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

右
の
写
真
は
1
9
3
1
年
の
英
語
の
授
業
で
あ

る
。
黒
板
に
板
書
し
て
あ
る
英
文
を
何
と
か
読
む
こ

と
が
で
き
る
。
時
代
を
反
映
し
て
い
る
内
容
で
、
英

文
レ
ベ
ル
は
想
像
以
上
に
高
い
。
英
文
を
読
む
限

り
、
極
め
て
冷
静
な
分
析
を
し
て
い
る
こ
と
に
驚
き

を
感
じ
る
。

見
中
の
教
育
は
、
当
時
、
全
体
主
義
的
な
時
代
と

は
い
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
員
が
人
格
陶
冶
の
目
標
に

向
け
て
誇
り
を
持
っ
て
指
導
し
て
い
た
こ
と
が
、
卒

業
ア
ル
バ
ム
や
回
想
録
か
ら
読
み
取
れ
る
。

一
方
、
左
の
写
真
は
休
み
時
間
に
く
つ
ろ
ぐ
見
中

生
の
様
子
で
あ
る
。
青
年
ら
し
い
一
面
が
垣
間
見
え

微
笑
ま
し
い
。
い
つ
の
時
代
も
仲
間
と
の
思
い
出
は

深
い
。�

〈
校
友
会
部
活
動
〉

水
上
部
の
活
躍
だ
け
で
な
く
昭
和
初
期
か
ら

様
々
な
校
友
会
部
活
動
が
あ
り
、
陸
上
・
柔
・
剣
道
・

籠
球
・
蹴
球
部
な
ど
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
文

化
部
も
講
演
・
雑
誌
・
図
書
・
歴
史
研
究
・
営
繕
・

理
髪
・
労
作
・
農
場
・
園
芸
・
温
室
部
な
ど
多
種
多

様
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
。

庭
球
部
（
軟
式
）　
昭
和
初
期
に
は
今
の
第
一
体
育

館
の
場
所
に
テ
ニ
ス
場
が
整
備
さ
れ
、
県
大
会
で
優

勝
す
る
な
ど
県
下
で
も
有
数
の
強
豪
校
で
あ
っ
た
。

グ
ラ
イ
ダ
ー
部
　
グ
ラ
ン
ド
内
で
ロ
ー
プ
を
使
っ
て

人
力
で
飛
ば
し
て
い
る
。
1
9
3
0
年
代
半
ば
に

は
他
の
旧
制
中
学
校
で
も
グ
ラ
イ
ダ
ー
部
が
創
部
さ

れ
て
い
る
。

購
買
部
　
元
々
、
牧
野
選
手
の
ロ
ス
五
輪
参
加
費
用

を
カ
ン
パ
す
る
目

的
で
創
部
さ
れ
た

が
、
後
に
校
友
会

費
捻
出
に
貢
献
し

た
。

歴
史
研
究
部
　
公

的
な
静
岡
県
の
歴

史
解
説
書
が
な
い

時
代
に
1
9
2
9

年
〜
1
9
3
3
年

に
か
け
て
、
中
6

回
生
〜
中
8
回
生

が
協
力
し
て

2
0
0
頁
に
わ
た

る
『
静
岡
縣
史
略

第
一
巻
』
を
発
行

し
て
い
る
。

放
課
後
や
夏
休

み
を
利
用
し
て
、

地
道
に
調
査
し
、

学
年
を
超
え
て
作

成
し
た
力
作
で
あ

る
。

【
主
な
参
考
文
献
】

『
磐
南
の
道
程
』

『
卒
業
ア
ル
バ
ム
（
見
中
6
・
7
・
13
回
）』

『
回
想
録
』
第
2
号

「質実剛健」を継承、
さらなる発展へ

100周年記念事業準備委員

永田  淳（高27回）

静岡県立見付中学校・磐田南高等学校100年物語

［見中発展期（昭和前期：1926 〜 1930年代）］

水上部（1931年）  前列左から4人目が牧野正蔵

友と腕相撲に興ずる（1933年）

グライダー部（1938年） 庭球部〈軟式〉（1933年）

中庭で友と談笑（1933年）

『静岡縣史略  第一巻』

Japan’s Position in Manchuria.
As you are aware, Manchuria has been closely bound up 
with the destiny of Japan. （Practically） it is, so to speak, 
a pistol pointed at Nippon.

満州事変が起こったのは1931年。日本政府の満州進出の動き
とは一線を画して「満州は日本に突きつけられたピストル」と記
され、冷静に情勢を分析して、警鐘を鳴らしている。

昭
和
初
期
の
時
代
背
景
は

校
内
生
活
あ
れ
こ
れ
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キ
ュ
、
と
シ
ュ
ー
ズ
が
鳴
い
た
。

卓
球
台
に
白
色
が
鋭
く
打
ち
込

ま
れ
、
審
判
が
点
集
票
を
捲
る
。
相

手
ペ
ア
と
そ
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
歓

声
を
上
げ
た
。
両
の
目
が
優
勝
を
称

え
合
う
彼
女
た
ち
の
表
情
を
と
ら
え

た
途
端
、
思
わ
ず
叫
び
た
く
な
る
ほ

ど
の
感
情
が
身
体
の
奥
か
ら
押
し
寄

せ
た
。
そ
れ
は
敗
北
の
悔
し
さ
と
終

わ
っ
て
し
ま
っ
た
寂
し
さ
と
、
そ
し

て
そ
れ
以
上
の
、
得
も
言
わ
れ
ぬ
充

足
感
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
振
り
返
る
と
、
全
力
で

何
か
に
取
り
組
め
る
こ
と
は
と
て
も

幸
せ
な
の
だ
と
改
め
て
感
じ
る
。
結

果
は
2
位
と
な
っ
た
も
の
の
、
一
番

思
い
出
に
残
る
大
会
と
な
っ
た
。
ア

リ
ー
ナ
に
響
く
歓
声
、
制
汗
剤
の
に

お
い
、
そ
し
て
ボ
ー
ル
を
見
据
え
る

真
剣
な
表
情
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

3
年
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
楽
し
い

思
い
出
に
残
る
も
の
と
な
っ
た
こ
と

を
願
っ
て
い
る
。

最
後
に
大
会
を
企
画
・
運
営
し
て

く
だ
さ
っ
た
先
生
方
や
協
力
し
て
く

れ
た
す
べ
て
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

普
通
科
　
伊
藤
　
冴さ
え

■

　（
磐
田
第
一
中
学
校
出
身
）

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

例
年
と
違
っ
た
高
校
生
活
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
最
初
は
不
安
で

し
た
。
し
か
し
、
徐
々
に
ク
ラ

ス
の
仲
間
と
打
ち
解
け
ら
れ
、

今
は
、
部
活
動
に
勉
強
に
毎
日

充
実
し
た
日
々
を
送
る
こ
と
が

出
来
て
い
ま
す
。

中
学
校
よ
り
忙
し
く
勉
強
時

間
の
確
保
が
難
し
い
で
す
が
、
す

き
ま
時
間
の
利
用
や
集
中
を
よ
り

高
め
た
授
業
へ
の
取
り
組
み
な

ど
で
効
率
よ
く
学
習
で
き
る
工

夫
を
し
て
い
ま
す
。
部
活
動
は
、

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に

入
部
し
、
自
主
的
に
行
動
し
て

「
自
分
た
ち
で
部
活
を
つ
く
る
」

こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ど
ん
な
こ
と
に

も
目
標
を
も
っ
て
取
り
組
み
、

新
し
い
こ
と
に
積
極
的
に
挑
戦

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
校
3
年
間
を
と
こ
と
ん
楽
し

み
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

理
数
科
　
山や
ま
な
し梨
結ゆ

生う

■
■

（
袋
井
中
学
校
出
身
）

僕
は
「
磐
南
に
入
っ
て
良

か
っ
た
」
と
心
か
ら
感
じ
て
い

ま
す
。
レ
ベ
ル
の
高
い
仲
間
た

ち
と
日
々
勉
強
で
競
い
合
う
こ

と
が
で
き
、
部
活
動
の
生
物
部

で
は
自
分
の
学
び
た
い
こ
と
を

よ
り
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
し
て
、
僕
は
生
徒
会
に

も
所
属
し
、
日
々
、
頼
も
し
い

仲
間
・
先
輩
と
と
も
に
楽
し
く

真
面
目
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
新
し
く
A
L
T
と
の

交
換
日
記
も
始
め
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
順
風
満
帆
と

い
っ
て
い
い
学
校
生
活
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
は

僕
次
第
で
よ
く
も
悪
く
も
な
り

ま
す
。
こ

の
ま
ま
挑

戦
の
姿
勢

を
崩
さ
ず
、
よ
り
充
実
し
た
学

校
生
活
を
自
ら
の
手
で
作
っ
て

い
き
ま
す
。

令
和
2
年
度
前
期
生
徒
会
は
、
活

動
の
集
大
成
で
あ
る
は
ぐ
ま
祭
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
気
合
い

を
入
れ
て
準
備
を
進
め
て
い
た
中
、

突
然
告
げ
ら
れ
た
休
校
。
そ
れ
で
も
希

望
を
捨
て

ず
、
開
催
の

可
能
性
を

信
じ
、
準
備

を
進
め
ま

し
た
が
、
結

局
開
催
は

叶
わ
ぬ
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
私
は
生
徒
会
活
動
を
通
し

て
、
最
高
の
仲
間
に
出
逢
い
ま
し
た
。
ま

ず
は
10
人
の
3
年
生
で
す
。
十
人
十
色
と

い
う
言
葉
通
り
、
個
性
の
強
い
集
団
で
し

た
。
苦
楽
を
共
に
し
、
時
に
は
ぶ
つ
か
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
遅
く
ま

で
話
し
合
う
こ
と
で
み
な
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
み
、
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。
ま
た
7
人
の
後
輩
た
ち
や
私
た
ち

の
話
を
最
後
ま
で
聞
い
て
く
だ
さ
り
、
時

に
は
叱
っ
て
く
だ
さ
っ
た
顧
問
の
岩
間
先

生
に
は
、
い
つ
も
近
く
で
支
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
全
校
の
皆
さ
ん
や
先

生
方
に
は
た
く
さ
ん
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
行
事
を
重
ね
る
度

に
、
皆
さ
ん
か
ら
か
け
て
い
た
だ
い
た
言

葉
が
力
と
な
り
、
任
期
を
無
事
や
り
遂
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
改
め
て
支
え
て

い
た
だ
い
た
全
て
の
方
々
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
後
に
生
徒
会
を
後
輩
に
引
き
継
い

だ
今
、
私
の
正
直
な
気
持
ち
は
「
悔
し

い
」
で
す
。
で
き
れ
ば
こ
こ
磐
南
で
出

逢
い
、
同
じ
時
を
過
ご
し
た
仲
間
と
は

ぐ
ま
祭
を
や
り
た
か
っ
た
で
す
が
、
こ

の
悔
し
さ
を
頼
り
に
な
る
後
輩
た
ち
に

託
し
ま
す
。
来
年
の
は
ぐ
ま
祭
は
私
た

ち
の
分
ま
で
素
晴
ら
し
い
文
化
祭
に
な

る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

6
月
13
日
㈯
、
理
数
科
3
年
の
寺
田

千
智
さ
ん
を
代
表
、
同
じ
く
理
数
科
3

年
加
藤
亜
実
咲
さ
ん
を
副
代
表
と
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
ｉ
ｃ
」（
本
校

の
1
～
3
年
生
約
50
人
の
メ
ン
バ
ー
）

が
、「
日
本
リ
ユ
ー
ス
」（
東
京
都
）
が

展
開
す
る
シ
ス
テ
ム
「
古
着
de
ワ
ク
チ

ン
」
を
活
用
し
、
回
収
し
た
古
着
を
こ

の
日
発
送
し
た
。
専
用
キ
ッ
ト
ひ
と
袋

に
古
着
25
キ
ロ
を
集
め
て
送
る
と
、
1

セ
ッ
ト
5
人
分
の
ワ
ク
チ
ン
寄
付
に
つ

な
が
る
と
い
う
も
の
だ
。
20
キ
ッ
ト

1
0
0
人
分
を
目
標
と
し
て
い
た
が
大

勢
の
方
々
の
協
力
に
よ
り
26
キ
ッ
ト
分

の
古
着
が
集
ま
っ
た
。

代
表
の
寺
田
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

「
私
は
服
が
大
好
き
で
、
服
に
関
連
し

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
社
会
貢
献
活
動
を
自
分

で
企
画
し
て
み
た
い
と
思
い
、
企
画
内
容

か
ら
考
え
始
め
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
世
界
で
注
目
を
浴
び
る
中
、
他
の
感

染
症
に
つ
い
て
も
調
べ
る
う
ち
に
ポ
リ
オ

ウ
イ
ル
ス
に
苦
し
む
途
上
国
の
子
ど
も

た
ち
の
存
在
を
知
り
、
途
上
国
の
子
ど

も
た
ち
に
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
寄
付
し

て
力
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。　

『
服
・
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
』
の
キ
ー

ワ
ー
ド
で
何
か
高
校
生
の
私
に
も
出
来

る
こ
と
は
な
い
か
と
検
索
し
た
と
こ

ろ
、
日
本
リ
ユ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
株
式
会

社
の
『
古
着
de
ワ
ク
チ
ン
』
と
い
う
商

品
を
見
つ
け
ま
し
た
。
途
上
国
へ
の
ポ

リ
オ
ワ
ク
チ
ン
寄
付
に
併
せ
て
、
途
上

国
で
の
古
着
の
安
価
な
販
売
に
よ
る
雇

用
創
出
・
回
収
キ
ッ
ト
作
成
で
の
日
本

で
の
障
が
い
者
雇
用
の
創
出
等
の
面
も

気
に
入
り
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
利
用
を

決
断
し
ま
し
た
。

1
つ
3
，3
0
0
円
の
キ
ッ
ト
20
個

の
購
入
費
は
、
磐
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
様
に
交
渉
に
行
き
、
支
援
し
て
い
た

だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

卒
業
生
の
一 

清
司
様
（
高
21
回
）
か

ら
3
キ
ッ
ト
を
、
他
に
も
同
窓
生
有
志

の
皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り
計
26
キ
ッ
ト

を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
協
力
し

て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
」�

（
編
集
委
員
）

３
年
　
髙
橋
　
七
好

３
年
　
髙
橋
　
七
好

髙
橋
　
七
好

3
年 

球
技
大
会
を
エ
コ
パ
で

心
に
残
る
大
会
に
し
た
い
と
い
う
3
年
部
の
教
員
の
熱
い
想
い
で
、3
年
生
の
球
技
大
会
は

エ
コ
パ
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

心
に
残
る
大
会
に
し
た
い
と
い
う
3
年
部
の
教
員
の
熱
い
想
い
で
、3
年
生
の
球
技
大
会
は

エ
コ
パ
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

不
安
の
中

　
で
の
入
学

令和 2年度入学式（令和 2年 4月 7日）

7月 13日㈪　エコパアリーナにて開催

（写真右）代表
　理数科 3年 寺田千智さん

（写真左） 副代表
　理数科 3年 加藤亜実咲さん

古着を通じて 社 会 貢 献

前
期
生
徒
会
長

　兼
子

　和
花
奈

前
期
生
徒
会
長

　兼
子

　和
花
奈

は
ぐ
ま
祭 

中
止

生
徒
会
活
動
の
集
大
成 

コロナ禍は

在校生にも



見中・磐田南高等学校同窓会だより  第42号 � 令和2年10月10日9

地学部

●第44回全国高等学校総合文化祭�
　「WEB�SOUBUN（2020こうち総文）」　

 7月31日㈮ 〜  オンライン開催  　
自然科学部門  研究発表地学  文化連盟賞受賞
3年  大窪  佑弥・2年  鈴木  風雅・2年  髙橋  邑弥
テーマ：「 過去に発生した4回の巨大ジェットと 

対流圏の気象現象との関係」
これまで本校に蓄積してきたデータをもとにした、

高高度発光現象のひとつである「ジェット」の研究。

●JpGU-AGU�Joint�Meeting�2020�
　（日本地球惑星科学連合2020大会）:Virtual「高校生によるポスター発表」

 7月12日㈰  オンライン開催  
優秀研究賞  優秀ポスター賞受賞
3年  大窪  佑弥・2年  鈴木  風雅・2年  髙橋  邑弥
研究テーマ  同上。

●「習志野隕石」落下位置推定に貢献
2020年7月2日㈭2時32分頃、関東上空で目撃され

て、SNSを中心に話題となった大火球が本校の定点カ
メラに記録されていた。解析すると、千葉県に火球が
落下した可能性があることが分かった。

大気圏内の発光現象の情報共有をしている団体
「SonotaCo Network」が火球の解析を進めており、本校
の動画と解析結果も落下地点の推定に一役買うこと
となった。後に千葉県習志野市で隕石として発見され
たため、「習志野隕石」として登録される予定。

●「宇宙空間にあなたの思いを俳句にのせて届けませんか（俳句募集）」
主催　静岡大学　9月6日㈰
優秀賞　2年　神谷龍之介　

静岡大学が、2021年秋以降打ち上げを予定している
超小型衛星に22人の小中高校生の俳句が刻まれた金
属板が搭載される。

科学技術部

●第26回「スーパーコンピューティングコンテスト」
主催  大阪大学・東京工業大学

プログラミングの力を競う。予選（6月）を2チームが
通過したが、本選（8月17日〜21日）は開催中止となった。
・ チーム名「TrinityS」 

夏目　  駿・古木  幸雄・宮木  信輔（以上3年）
・ チーム名「bstc2019」 

三谷  啓人・鈴木  瑛仁（以上2年） 

●日本ゲーム大賞2020��U18部門��決勝大会出場
9月27日㈰　オンライン開催予定
3年　夏目　  駿
ゲーム名「void」

「決勝では自分の個性を発揮して取り
組んで参りたいと思います」

第7回全国高校生直木賞に参加

高校生直木賞（主催 高校生直木賞実行委員会）は、直木
賞候補作を全国の高校生が読み、高校生の視点で最も優れ
た作品を選出する読書活動。本校の代表は全国各地の精鋭
たちと8月23日㈰、リモートにより熱い議論を戦わせた。

ビジュアル部

●第44回全国高等学校総合文化祭�
　「WEB�SOUBUN�
　（2020こうち総文）」　

写真部門　文化連盟賞受賞
3年　鈴木　唯那
　　　「隠れた想い」
　　　デジタル　
2年　窪野　楓佳（一次審査通過）
　　　「龍神」
　　　デジタル
2年　小川真理子
　　　「りんご色の笑顔」
　　　デジタル

野球部

●2020夏季静岡県高等学校野球大会（代替大会）
【1回戦】
 磐田南　2  −  0　藤枝北　　　焼津球場（7月11日）

【2回戦】
 磐田南　7  −  1　浜松江之島　焼津球場（7月18日）

【3回戦】
 磐田南　1  −  3　島田商業　　草薙球場（7月23日）

陸上競技部

●2020年度��静岡県高校陸上競技対校選手権（代替大会）
 7月18日㈯・19日㈰　エコパスタジアム
※ 2020年度  東海高校総体は、コロナ禍で中止。
　以下4名は東海大会出場（相当）選手。

新型コロナウイルスの感染拡大を受けて、全国高等学校体育連盟は、全国高校総体を中止としました。
また、7月31日〜 8月6日に高知県で開かれる予定でした全国高校総合文化祭「2020こうち総文」も、県内会場に生徒が
集まっての開催は中止され、作品を審査したりオンラインで発表したりするなど、生徒が集まらなくても可能な内容に絞って
実施されました。

国 立 大 学 現 役 過年度
帯 広 畜 産 1
北 海 道 1 1
北 海 道 教 育 2
弘 前 1
岩 手 1
東 北 3
山 形 1
筑 波 2
埼 玉 2
千 葉 9 1
東 京 海 洋 1
お茶の水女子 1
電 気 通 信 1 1
東 京 1
東 京 学 芸 2
東 京 工 業 1
東 京 農 工 1
一 橋 2
横 浜 国 立 1
富 山 2
金 沢 6 3
山 梨 5
信 州 8
岐 　 　 阜 2
静 岡 34 4
浜松医科（医） 2
浜松医科（看） 4
愛 知 教 育 3
名 古 屋 13 3
名 古 屋 工 業 1
三 重 2 1
滋 賀 1
京 都 2 1
大 阪 1
神 戸 1
奈 良 女 子 3
島 根 1
岡 山 1
広 島 4
徳 島 1
愛 媛 1
九 州 2
九 州 工 業 1
琉 球 1
国立大合計 126 26

 
公 立 大 学 現 役 過年度
釧 路 公 立 1
岩 手 県 立 1
秋 田 県 立 1
国 際 教 養 1
前 橋 工 科 1
埼 玉 県 立 1
横 浜 市 立 2 1
神奈川保健福祉 1
新 潟 県 立 1
富 山 県 立 1
都 留 文 科 1
静岡文化芸術 5
静 岡 県 立 20 4
愛 知 県 立 2
滋 賀 県 立 1
京 都 府 立 1
大 阪 市 立 1
大 阪 府 立 2 1
兵 庫 県 立 1
神 戸 市 外 語 3
島 根 県 立 1
尾 道 市 立 1
九 州 歯 科 1
公立大　合計 46 11

大学合格状況

主要私立大学 現 役 過年度
青 山 学 院 3 5
慶 応 義 塾 5 6
北 里 8 1
駒 　 　 澤 9 1
芝 浦 工 業 20 8
専 　 　 修 2 1
中 　 　 央 14 5
津 田 塾 2 1
東 京 農 業 12
東 京 理 科 19 8
東 京 女 子 8
東 　 　 洋 9 3
日 　 　 本 14 2
法 　 　 政 9 8
明 　 　 治 14 11
立 　 　 教 3 1
早 稲 田 6 6
聖隷クリストファー 27
常 葉 77 1
南 　 　 山 31 2
名 　 　 城 37 7
愛知医科（医） 1
同 志 社 16 11
立 命 館 55 28
関 　 　 西 12 3
関 西 学 院 7
大阪医科（医） 1
京 都 産 業 14 2
近 畿 31 7
龍 谷 16

「龍神」窪野  楓佳

2020 年 7 月 2 日未明に本校で撮影された大火球

鈴木  成真（3 年）棒高跳  2 位

川井唯吏奈（3 年）800m  5 位

大野  鈴音（3 年）ハンマー投  2 位

山本  記子（2 年）400m  3 位

「りんご色の笑顔」小川真理子「隠れた想い」鈴木  唯那
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創業86年

代表取締役相談役

地域に密着した医療を目指します

往診応談　禁煙治療（保険可）

内科・小児科　木佐森医院
院長　木佐森正樹（高25回）

〒438-0077 磐田市国府台55－1
 TEL.0538－32－2555

〒438-0077 磐田市国府台59-8
 TEL.0538-32-7792
 http://www.katouroumu.com

加藤光久（高27回） 加藤正之（高60回）

加藤労務管理事務所

６代目店主  山田 佳幸（高28回）
磐田市中泉坂上町 TEL・FAX 0538-32-3340  ホームページ ▶ kashiyu.jp

■ファミリーマート  浜松白鳥店
〒435-0002  浜松市東区白鳥町101-2
TEL.053-423-4211

■ファミリーマート  磐田駅前店
〒438-0078  磐田市中泉627-1
TEL.0538-39-5023

■ファミリーマート  浜松小池町店
〒435-0056  浜松市東区小池町65
TEL.053-432-5751

■ファミリーマート  掛川駅南店
〒436-0028  掛川市亀の甲2-2-17
TEL.0537-62-1550

■ファミリーマート  袋井月見の里店
〒437-0125  袋井市上山梨3-18-1
TEL.0538-30-1480

■ファミリーマート  吉田町片岡店
〒421-0303  榛原郡吉田町片岡949-9
TEL.0548-34-5171

■ファミリーマート  浜松鴨江店
〒432-8023  浜松市中区鴨江1-10-3
TEL.053-457-7202

■ファミリーマート  岡崎細川町店
〒444-2149  岡崎市細川町字長原52-59
TEL.0564-66-8101

■ファミリーマート  岡崎両町店
〒444-0023  岡崎市両町2-17
TEL.0564-65-3708

■ファミリーマート  岡崎日名本町店
〒444-0916  岡崎市日名本町2-18
TEL.0564-65-3431

■ファミリーマート  豊田高岡本町店
〒473-0922  豊田市高岡本町中部350-4
TEL.0565-51-2280

■ファミリーマート  豊田生駒町店
〒473-0928  豊田市生駒町東山718-1
TEL.0565-59-1735

ファミリーマート磐田駅前店
〒438-0078
静岡県磐田市中泉627-1
TEL 0538-39-5023　
FAX 0538-37-0765

代表取締役
村松 明久［高28回卒］

鷹 野　靖　（高15回）

〒438-0814 磐田市気子島961
TEL 0538-36-9261　FAX 0538-37-3572

ISO9001／ISO14001認証取得

磐田市今之浦５丁目１番地１
TEL.0538－３６－００２１㈹

http://www.ishikawa-cnst.co.jp

総合建設業

地場野菜直売&カフェレストラン

いいとこまんぢゅう（㈱加登屋）

〒438-0002  磐田市大久保896-48
TEL.0538-38-1000  FAX.0538-38-2220
OPEN 8：30～18：00（日曜定休）
ららぽーと磐田より東へ800m

大石 祐介
（高48回）

大石 義典
（高21回）

医療関係者・輸送関係者・不動産業者  必見!!
いいとこまんぢゅうのすぐ西側約400坪地目（畑）あります。他に大久保366-1に宅地150坪あり!

TEL 35-2175   FAX 33-0770
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詳しくは
こちら!

　

浜 松 いわた信 用金 庫

夢おいプラス
で

簡単・
便利・わかりやすい!

今すぐダウンロード
してみてください!!

便利な機能がいっぱい！
　　

（高23回）代表取締役 粟 倉 浩 二
〒438-0838 静岡県磐田市小立野343

TEL.0538-35-4344  FAX.0538-35-4568

創業六七年 とん汁の老舗

ま す が た

〒437-1203 静岡県磐田市福田４５３－8　TEL（0538）55-2115　FAX（0538）55-3484

TKC コンピュータ会計

山田会計事務所
税理士  山田敏康（高 24 回）

本　　　社 〒430-0898 浜松市南区瓜内町540　TEL（053）441-4684㈹　FAX（053）441-3452
ホームページ http://www.ohha.net/maruichi/
半田山工場 〒431-3125 浜松市東区半田山四丁目11-1　TEL（053）545-9735

代表取締役会長　安 間 信 義 （高 7 回）
代表取締役社長　安 間 浩 彦 （高33回）

ISO9001
ISO14001認証取得小物部品・締結部品・精密ネジ部品

本社 〒431-3314 浜松市天竜区二俣町二俣1382-2
 TEL〈053〉926-2156㈹　FAX〈053〉926-2160番

代表取締役 （高34回）長谷川　智彦

天龍土建工業株式会社
総合建設業

検索

浜松市東区和田町811（自動車街 宮竹交差点）
TEL.0120-976-544 　営業時間 ： 9：00～20：00

代表取締役社長 鈴 木  裕 司（高19回）

車検の窓口責任者 渡 辺  交 司（高46回）

アクトタワー25F

おかげさまで
静岡県戸建住宅建築実績

18年連続No.1

 0120-000-816

アクトタワー25F

816t 検 索

金・
ブランド買取専門店

宮竹店・西伊場店・磐田店・掛川店・宮竹バザール店
藤枝高洲店・静岡登呂店・登呂バザール店

株式
会社ピックアップジャパン 本部 磐田市今之浦3－4－2

URL : http://www.pickup-japan.com

KINBURRY

浜松高林店・藤枝インター店
静岡SBS通り店

ブラン
ドリサイクル
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4
月
、
入
学
式
直
後
か
ら

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
全
国

一
斉
休
校
が
始
ま
り
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
･
全
国
高
総

文
祭
が
中
止
と
な
り
、
校
内
で

も
文
化
祭
な
ど
の
学
校
行
事
が

次
々
と
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

同
時
に
、
学
校
で
は
オ
ン
ラ
イ

ン
を
活
用
し
た
課
題
の
配
信
や

健
康
状
況
の
確
認
、
一
部
の
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
や
ビ
デ
オ
の
配

信
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

う
し
た
中
、
同
窓
の
皆
様
よ
り

同
窓
会
活
動
・
校
内
行
事
に
つ

き
ま
し
て
、
御
理
解
･
御
協

力
･
励
ま
し
の
お
声
を
い
た

だ
き
感
謝
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
創
立
1
0
0
周
年

も
近
づ
き
つ
つ
あ
り
ま
す
の

で
、
校
内
幹
事
と
し
て
同
窓
会

と
学
校
と
の
パ
イ
プ
役
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

校
内
幹
事
長  

鈴
木
英
夫（
高
33
回
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、

各
種
行
事
の
中
止
・
縮
小
と
多

大
な
影
響
を
も
た
ら
し
ま
し
た

が
、
そ
の
中
で
42
号
が
予
定
通

り
発
行
で
き
る
こ
と
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

2
0
2
0
年
母
校
は
1
0
0

周
年
を
迎
え
ま
す
。
編
集
作
業

を
す
る
中
で
、
1
0
0
年
の

つ
な
が
り
や
同
窓
生
が
母
校
で

学
ん
だ
こ
と
を
糧
に
未
来
に
向

か
っ
て
歩
み
続
け
て
い
る
こ
と

を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
同
窓
会

だ
よ
り
が
現
役
生
と
同
窓
生
、

各
世
代
を
繋
ぐ
架
け
橋
に
な
れ

ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

編
集
委
員
長  

鈴
木
万
里
子（
高
25
回
）

浅
羽
　
浩
（
高
22
）
仲
川
勝
彦
（
高
16
）

鈴
木
裕
司
（
高
19
）
谷
口
智
子
（
高
21
）

鈴
木
一
雄
（
高
24
）
鈴
木
万
里
子
（
高
25
）

加
藤
光
久
（
高
27
）
神
谷
比
登
美
（
高
29
）

芳
野
博
之
（
高
35
）

〈
金
・
銀
メ
ダ
ル
を
寄
贈
　

�

高
校
総
体
・
陸
上
競
技
〉

武
田
薫
さ
ん
（
高
26
回
）
が

昨
年
末
に
は
ぐ
ま
会
館
を
訪

れ
、
高
校
総
体
陸
上
競
技
の
金

メ
ダ
ル
・
銀
メ
ダ
ル
そ
れ
ぞ
れ

2
個
を
同
窓
会
に
寄
贈
さ
れ

た
。武

田
さ
ん
は
昭
和
47
年

高
校
総
体
（
山
形
大
会
）
で

1
0
0
m
5
位
・
2
0
0
m
2

位
・
4
×
4
0
0
m
R
2
位

と
総
合
優
勝
に
大
き
く
貢
献

し
、
翌
年
の
高
校
総
体
（
三

重
大
会
）
で
は
1
0
0
m
・

2
0
0
m
で
優
勝
し
た
。

短
距
離
で
2
冠
を
達
成
し

た
の
は
、
昭
和
23
年
第
1
回
大

会
の
大
橋
敏
宏
、
昭
和
41
年
第

19
回
大
会
の
熊
谷
真
に
続
い
て

3
人
目
で
あ
っ
た
。
　
　

〈
見
中
生
の
卒
業
課
題
論
文
等
、

�

図
書
館
で
発
見
〉

昭
和
2
〜
14
年
の
卒
業
課

題
論
文
45
冊
が
図
書
館
奥
の
本

棚
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
当
時

の
見
中
生
が
万
年
筆
で
綴
り
、

製
本
さ
れ
た
論
文
集
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
自
由
課
題
論
文
集
も

保
管
さ
れ
て
い
る
。

当
時
の
見
中
は「
労
作
教
育
」

を
推
進
し
勤
労
作
業
で
知
ら
れ

て
い
た
が
、
同
時
に
知
育
を
尊

重
し
、
生
徒
の
「
自
由
研
究
」

を
奨
励
し
て
い
た
。
昭
和
初
期

か
ら
班
研
究
・
個
人
研
究
が
熱

心
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分

か
り
興
味
深
い
。
中
で
も
目
を

引
い
た
の
は
、
昭
和
2
年
に
執

筆
・
編
集
さ
れ
た「
水
と
人
生
」。

水
の
科
学
的
分
析
と
人
生
へ
の

言
及
に
当
時
の
若
者
ら
し
さ
を

感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。
　

（
1
0
0
周
年
記
念
事
業
準
備
委
員

�

永
田
　
淳  

高
27
回
）

3
月
20
日
㈮
、
1
0
0
年

史
編
集
委
員
、
同
窓
会
役
員
ら

が
培
本
塾
を
訪
れ
た
。
関
東
支

部
か
ら
も
津
川
悟
さ
ん
、
杉
林

里
美
さ
ん
、
田
坂
茜
さ
ん
が
参

加
し
た
。
培
本
塾
理
事
長
辻
和

巳
氏
・
同
理
事
八
木
義
雄
氏
・

榛
原
高
校
同
窓
会
長
木
下
勝
朗

氏
か
ら
塾
の
沿
革
や
榛
原
中
学

校
の
労
作
教
育
と
の
関
係
等
に

つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。

培
本
塾
は
、昭
和
3
年
12
月
、

見
付
中
学
校
初
代
教
頭
か
ら

榛
原
中
学
校
（
現 

榛
原
高
校
）

の
校
長
と
し
て
赴
任
し
た
小
田

原
勇
先
生
が
、
困
窮
し
た
農
村

を
救
い
地
域
の
指
導
者
を
育
成

す
る
た
め
に
、
私
財
を
投
じ
て

創
設
し
た
私
塾
で
あ
る
。
小
田

原
先
生
は
校
長
で
あ
り
塾
長
で

あ
っ
た
。
昭
和
11
年
5
月
に
第

1
回
入
学
生
を
迎
え
、
入
学
生

の
居
住
地
は
、
地
元
榛
原
地
区

だ
け
で
な
く
、現
在
の
袋
井
市
・

磐
田
市
を
含
め
広
範
囲
に
及
ん

で
い
た
。
戦
後
は
農
地
改
革
等

の
大
き
な
社
会
変
化
に
伴
い
、

昭
和
28
年
4
月
に
最
後
の
卒
業

生
を
出
し
た
。

懇
談
後
、
所
蔵
資
料
を
拝
見

し
、
施
設
内
外
を
見
学
し
た
。

小
田
原
先
生
の
蔵
書
を
は
じ
め

約
7
，0
0
0
冊
の
図
書
を
所

蔵
す
る
図
書
室
の
充
実
ぶ
り
に

一
同
感
嘆
の
声
を
挙
げ
た
。
榛

原
中
学
校
に
異
動
し
た
小
田
原

教
頭
を
慕
い
、
見
中
の
生
徒

た
ち
が
綴
っ
た
文
集
（『
我
等

の
小
田
原
先
生
』）
の
ほ
か
、

多
く
の
資
料
を
い
た
だ
い
た
。

�

（
編
集
委
員
）

R2	 4/7 母校入学式		
	 4/15 第1回役員会
	 5/14 第2回役員会
	 6/20 支部長情報交換会、評議員会

〈新型コロナウイルスのため書面評決〉
第3回役員会
卒業50周年記念事業（高23回）

	 7/22 第4回役員会
	 8/15 尾崎楠馬先生墓参		見性寺

総会前日打合せ（役員、当番年次、幹事）※
	 8/16 慰霊祭（高42回担当）はぐま会館※　　　　　

総会（高51回担当）		磐田グランドホテル※
卒業40周年事業（高32回）

	 8/26 第5回役員会
	 9/16 第6回役員会
	 10/10 同窓会だより42号発行
	 10/14 第7回役員会
	 11/20 第8回役員会、総会担当年次会（高51、52回）
R3	 2/5 第9回役員会
	 2/26 高校第73回		同窓会入会式
	 3/1 高校第73回		卒業式

科　目 予算額 決算額 増　減 備　考
同窓会入会金 4,710,000 4,710,000 0 平成31年3月卒業生314名×15,000円
預金利息・配当金 33,000 40,660 7,660
寄付金 200,000 300,000 100,000 卒業40周年寄付金（高31回卒）、高2回卒寄付
雑収入 300,000 300,480 480 同窓会報広告代、同窓会総会メダル代
前年度繰越金 29,464 29,464 0
合　計 5,272,464 5,380,604 108,140

科　目 予算額 決算額 増　減 備　考

会務費 1,185,000 1,148,259 36,741 評議員会議費、総会・慰霊祭費、支部総会運営費、慶弔費、事務費

事業費 3,957,000 3,749,804 207,196 同窓会報発行費、卒業記念品代、教育振興費、諸費
予備費 130,464 206,794 △76,330 評議員懇親会開催費
合　計 5,272,464 5,104,857 167,607

同窓会役員紹介
浅羽　浩（高22回）

仲川勝彦（高16回） 鈴木裕司（高19回）
鈴木一雄（高24回） 鈴木万里子（高25回）
加藤光久（高27回） 神谷比登美（高29回）

会 長

長尾　仁（高20回） 山田敏康（高24回）監 査

副会長

令和2年度  各種当番年次
高校61回生 （新年次役員選出）
高校51回生 （総会担当）
高校42回生 （慰霊祭担当）
高校32回生 （同窓会に資金援助）
高校23回生 （母校に資金援助・同窓会より銅メダル贈呈）
高校13回生 （同窓会より銀メダル贈呈）
高校 3 回生 （同窓会より金メダル贈呈）

卒業10周年
卒業20周年
卒業30周年
卒業40周年
卒業50周年
卒業60周年
卒業70周年

『母校100年史』編集  協力のお願い

連
絡
先

●「学年コラム」執筆のお願い
『母校100年史』に各学年のコラムを掲載します。評議員に
協力をお願いします。

●『生徒手帳』を探しています

●資料を探しています

『生徒手帳』には、校訓、生活の心得、生徒会組織などが
記載されています。
特に、昭和28～46年度の『生徒手帳』。その前後も是非
提供ください。

部活動誌・学校行事パンフレット・文集・生徒会新聞等、
学校生活や教育の歩みを知る手がかりとなるもの。

〒438-8686  磐田市見付3084  磐田南高校
同窓会事務局 TEL. 0538-32-0524（永田）
事務室 ＴEL. 0538-32-7286（鈴木英夫・芳野）

関東支部
からも参加

100年史
編集委員ら
培本塾訪問

『2020  同窓会員名簿』
11月上旬発刊

『2020  同窓会員名簿』
11月上旬発刊

会員情報の提供、広告掲載、名簿作
成賛助金に御協力くださった会員・企業
の皆様に心より感謝申し上げます。
予約をお忘れの方、同窓会事務局にお
いて会員限定で販売します。

母
校
の
歩
み
を
知
る

貴
重
な
資
料
紹
介
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※新型コロナウイルスのため中止
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令和2年度  会務計画

令和元年度  磐田南高校同窓会  一般会計決算書

編
集
委
員

	 平成31年4月1日〜令和2年3月31日

備考：	令和2年3月卒業生同窓会入会金		4,785,000円（319名×15,000円）は3月10日に入金されて
いるが、令和2年度分収入とする。

【収入の部】� （単位：円）

【支出の部】＊各科目間の流用を認める。� （単位：円）

龍眼山中腹にある培本塾会館（牧之原市）

熱心に資料に見入る編集委員ら 中央は小田原勇先生像  培本塾会館ロビーにて

昭和 47 年  高校総体優勝  凱旋（左から 4 人目が武田さん）
100・200 ｍ走金メダル
と共に（はぐま会館で）
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